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議会だよりかつらぎ
2021.5.1　89号

予算内容

2
議会を傍聴して は、いただいた傍聴アンケートを基本的に原文のまま掲載しています。
（個人を特定できる表記は除いています）

令
和
３
年
度
予
算
を

令
和
３
年
度
予
算
を
読
み
解
い
て
み
よ
う

い
て
み
よ
う

令
和
３
年
度
予
算
を
読
み
解
い
て
み
よ
う

　

令
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ

１
７
４
億
７
１
７
３
万
円
で
総
額
が
前
年
度
と
比
べ
５
・
８
％
減
少
し
た
。
減

少
し
た
理
由
は
、
妙
寺
団
地
建
替
や
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
係
る

事
業
費
の
減
少
に
よ
る
。
２
ペ
ー
ジ
と
３
ペ
ー
ジ
で
予
算
の
概
要
を
示
し
、
４

〜
７
ペ
ー
ジ
で
今
年
度
の
主
な
事
業
を
紹
介
す
る
。

　

町
税
予
算
は
、
人
口
減
少
と
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
を
受
け
て
、
昨
年
度
に
比
べ
５
０

３
７
万
円
減
少
し
た
。
し
か
し
、
地
方
自

治
体
の
財
源
を
保
障
す
る
地
方
交
付
税
や

減
税
に
よ
る
減
収
を
補
塡
す
る
制
度
に
よ

っ
て
、
減
収
は
カ
バ
ー
さ
れ
た
。

　

令
和
３
年
度
は
、
令
和
２
年
実
施
の
国

勢
調
査
を
反
映
し
て
地
方
交
付
税
が
削
減

さ
れ
た
が
、
人
口
減
少
が
推
計
よ
り
も
小

さ
か
っ
た
の
で
、
交
付
税
の
減
少
は
予
想

よ
り
も
小
さ
か
っ
た
。

　

本
町
は
、
京
奈
和
自
動
車
道
と
鍋
谷
ト

ン
ネ
ル
の
開
通
の
影
響
も
あ
っ
て
移
住
が

増
え
、
人
口
減
少
が
鈍
化
し
て
い
る
。
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
移
住
定
住
の
促
進

が
大
切
に
な
っ
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
が
伸
び
本
町
の

運
営
を
支
え
て
い
る
。
令
和
３
年
度
は
、

寄
附
金
の
中
か
ら
２
億
３
８
５
０
万
円
が

一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
ら
れ
、
財
源
と
し

て
活
用
さ
れ
た
。

　

一
方
、
今
年
度
も
町
の
貯
金
で
あ
る
財

政
調
整
基
金
を
２
億
１
５
０
０
万
円
取
り

崩
し
、
財
源
不
足
を
補
っ
た
。
た
だ
し
、

今
後
、
前
年
度
会
計
の
繰
り
越
し
や
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
の
決
定
で
、
取
り

崩
し
が
小
さ
く
な
る
見
込
み
。
危
機
的
だ

っ
た
財
政
は
少
し
改
善
し
つ
つ
あ
る
。

背ノ山から見た国道24号と伊都浄化センター付近背ノ山から見た国道24号と伊都浄化センター付近背ノ山から見た国道24号と伊都浄化センター付近



議会だよりかつらぎ
2021.5.1　89号

予算内容

3
手話言語条例　多様なコミュニケーション情報の推進が可決され喜んでいます。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（60代男性）議会を傍聴して

山田　昌美さん
やま だ　　  まさ み　　

自治振興・選挙など

基金からの繰り入れ

ふるさとかつらぎ寄附金など

国からの補助金県からの補助金

借入金

14億1411万円 9820万円
議員歳費・議会映像配信・
速記委託など

30億4345万円

7億7030万円

4億6027万円

4億1246万円
農林業振興など

1億1216万円
商工・観光振興など

10億4287万円
道路・公園の整備など

消防・救急など

小中学校・生涯教育など

借入金の返済

保健・ごみ・し尿など

福祉・医療など

101億900万円
19億3510万円

町民税・固定資
産税などの税金

国からの普通交付
税・特別交付税

38億6100万円

8億4076万円

3億2002万円

4億5350万円

9億720万円

7億359万円

一般
会計予算

歳 入

歳 出

8億774万円

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

H29 H30 H31 R2 R3
※平成31年度までは決算、令和２年度は決算見込み、令和３年度は当初予算

８
億
４
９
７
２
万
円

８
億
０
０
６
１
万
円

６
億
４
２
６
６
万
円

８
億
６
４
８
１
万
円

７
億
０
０
５
８
万
円

財政調整基金推移

14億3220万円

町施設の利用料など

5億1518万円
基金の積立、
災害復旧費など

8億8983万円

元利収入のほか雑入など
1億9797万円

た
み

　

民
主
主
義
の
下
で
民
意
以
上
の
政

治
は
で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。民
の

声
を
主
眼
に
、政
治
の
原
点
を
み
つ
め

て
ほ
し
い
。



予算内容

議会だよりかつらぎ
2021.5.1　89号 4

成立された後に、これからスタートだと言って下さった町長様すばらしいお言葉で
した。（70代女性）議会を傍聴して

　　　　公共交通空白地でコミュニティバス３コ
　　　ースとデマンド型乗合タクシー５ルートを
運行する。

概要

　　　　公共交通網の構築または再
　　　編を検討するため、コミュニ
ティバスおよびデマンドタクシーが
運行していない地区を対象に、巡回
バス週１回１日３便を運行して需要
調査を行う。

概要

コミュニティバス
　　　　　運行事業

公共交通調査事業

デマンド（予約）型乗合タクシーがスタート

起業支援補助金上乗せ

　
　
　

地
域
要
望
を
し
っ

か
り
と
掌
握
し
て
ほ
し
い
。

【
総
務
課
長
】　

十
分
説
明

し
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
。

問

3081万円

485万円

　　　　起業する人への支援として
　　　500万円を上限としていた補
助金を550万円に拡充した。50万円
を増やしたのは、町内の空き家を活
用した場合、上乗せするというもの。
財源は主にふるさと寄附金。

概要

拡充
起業支援事業

1164万円

コミュニティバス
・新城花園コース
・天野コース
・通院コース
  （笠田駅から紀北分院）

デマンド型乗合タクシー
・四郷ルート
・河南西ルート
・妙寺ルート
・笠田西部ルート
・河南東ルート

　

四
郷
地
域
の
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
は
相
変
わ
ら
ず

利
用
し
に
く
い
。

　

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
に

近
い
運
用
を
望
み
ま
す
。

西浦  康祐 さん
にしうら    やすひろ

　

運
動
を
通
し
心
身
と
も
に
健
康
な

身
体
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
健
康

寿
命
日
本
一
の
町
に
す
る
た
め
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

中本  智大 さん
なかもと    ともひろ

（補助金を活用した
　「和なごみ整骨院」）

運行されるデマンドタクシー運行されるデマンドタクシー運行されるデマンドタクシー

補助金を活用した補助金を活用した「歩里人珈琲歩里人珈琲」補助金を活用した「歩里人珈琲」
ポ リ ト コーヒーコーヒーポ リ ト コーヒー

　
　
　

最
終
目
標
と
し
て

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
を
視

野
に
入
れ
て
い
る
の
か
。

ル
ー
ト
か
ら
外
れ
た
集
落

の
調
査
も
す
る
の
か
。

【
企
画
公
室
長
】　

ド
ア
・

ツ
ー
・
ド
ア
の
考
え
を
含

め
て
検
討
す
る
。
そ
の
他

の
集
落
は
必
要
に
応
じ
て

調
査
す
る
。

【
町
長
】　

良
い
方
法
で
あ

る
が
、
Ｊ
Ｒ
と
の
共
存
も

考
え
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
と
の

接
続
で
利
用
が
落
ち
れ
ば

廃
線
の
危
機
に
な
る
。

問



予算内容

議会だよりかつらぎ
2021.5.1　89号 初めて傍聴しました。質疑も応答もよく理解できました。（60代女性）議会を傍聴して5

　　　　笠田学童保育は、旧笠田幼稚園舎で運営
　　　しているが、施設は老朽化が進んでいる。
平成28年に保育室建て替えの請願が出され、全会
一致で採択された。学童保育施設を新築し令和３
年度に完成する。

概要

学童保育施設整備事業

笠田学童保育施設新築決定

かつらぎ公園遊具増える

　
　
　

建
築
期
間
中
は
、
旧
笠
田
幼

稚
園
遊
戯
室
を
整
備
し
利
用
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
確
保
で
き
る
の
か
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

遊
戯
室
は
１
２

０
㎡
あ
り
、
小
学
校
普
通
教
室
２
ク

ラ
ス
分
あ
る
の
で
、
密
は
回
避
で
き

る
と
考
え
る
。

問

１億
1104万円

　　　　花園林間広場の遊具を、利用者が多く見込まれるかつら
　　　ぎ公園に設置することで、幅広い年齢層の利用を促します。
概要

かつらぎ公園遊具移設事業 560万円

保田  愛紗 さん
やす だ   あいしゃ

平栁  柚希 さん
ひらやなぎ  ゆずき

林  花慧 さん
はやし   か え

丸山  阿梨沙 さん
まるやま   あ り さ

林  道子 さん
はやし   みち こ はやし か え まるややし  みち こ

かつらぎ公園に移設される予定の遊具かつらぎ公園に移設される予定の遊具（花園林間広場花園林間広場）
金属部分を活用し、木材部分は新しくなる金属部分を活用し、木材部分は新しくなる

かつらぎ公園に移設される予定の遊具（花園林間広場）
金属部分を活用し、木材部分は新しくなる

改築が待たれる学童保育施設改築が待たれる学童保育施設改築が待たれる学童保育施設

　

床
が
抜
け
そ
う
で
ボ
コ

ボ
コ
し
て
い
ま
す
。
建
て

替
え
に
よ
っ
て
子
ど
も
が

安
全
で
過
ご
せ
る
し
、
ト

イ
レ
が
綺
麗
に
な
る
の
で

嬉
し
い
。

　

早
く
遊
び
に
行
き
た
い

な
。
い
つ
で
き
る
か
な
。



予算内容

議会だよりかつらぎ
2021.5.1　89号 6

手話言語条例これから難聴の方がより生活しやすい、教育の面でも力を入れて頂き
たいとの思いもこめ、町のこれからを楽しみにしています。（30代女性）議会を傍聴して

　　　　国城寮は、かつらぎ町・橋本市・九度山町・
　　　高野町が共同設置している施設で、建築後50年
が経過し老朽化している。令和３年度から３カ年をか
け、養護老人ホーム80室、特別養護老人ホーム80室、
総工費27億5632万2千円で九度山町に建て替えられる。
令和３年度は、基本設計、実施設計、用地造成が行わ
れる。

概要

国城寮建替事業

障害者基本計画策定事業

九度山町に国城寮新築

計画は障害者の声を生かして

　
　
　

い
つ
か
ら
入
居
で

き
る
の
か
。

【
健
康
推
進
課
長
】　

令
和

６
年
４
月
か
ら
入
居
で
き

る
。 問

　
　
　

障
害
者
基
本
計
画

策
定
に
あ
た
っ
て
、
障
害

当
事
者
の
参
画
は
。

【
住
民
福
祉
課
長
】　

策
定

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
、

障
害
者
団
体
代
表
者
や
関

係
者
が
入
る
。
点
字
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
う
。

問

　
　
　

障
害
者
会
の
要
望

は
。
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
は

実
施
し
な
か
っ
た
の
か
。

【
住
民
福
祉
課
長
】　

懇
談

会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
枚

数
を
増
や
し
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
は
実
施
し
て
い
な
い
。

【
町
長
】　

今
後
も
よ
り
良

い
制
度
に
し
た
い
。

問

　
　
　

本
町
の
入
居
者
の

割
り
当
て
は
あ
る
の
か
。

ま
た
特
養
の
待
機
者
が
い

る
の
か
。

【
健
康
推
進
課
長
】　

入
居

者
数
の
割
り
当
て
の
可
能

性
は
あ
る
。
現
在
、
特
養

の
待
機
者
は
い
る
。

問

障害者外出支援事業

　　　　重度の障害者（児）の外出を支援するとと
　　　もに、経済的支援を行うため、福祉タクシー
券20枚を30枚に、自動車燃料券10枚を15枚に引き
上げ拡充した。

概要

概要

548万円

4468万円

　

国
民
年
金
で
入
所
で
き

る
国
城
寮
の
建
て
替
え
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
伊

都
・
橋
本
は
協
力
し
あ
っ

て
進
む
の
が
い
い
と
思
い

ま
す
。

九度山町 岡本  章 町長
おかもと   あきら

　

障
害
者
外
出
支
援
の
自
動
車
燃

料
券
は
町
議
会
へ
の
請
願
署
名
に

よ
り
出
来
た
事
に
感
謝
！

　

ま
た
今
年
度
の
拡
充
は
嬉
し
い

限
り
で
す
。

内田  芳一 さん
うち  た     よしかず

橋本市にある現在の国城寮橋本市にある現在の国城寮橋本市にある現在の国城寮

　　　　第３次かつらぎ町障害者基本計画を策定す
　　　る。今回は手話言語条例の具体化も含む。障
害がある人の社会活動への参加や自己実現等によっ
て、共生社会を目指す。

67万円



予算内容

議会だよりかつらぎ
2021.5.1　89号

もっともな質疑もあり、議員さん達も賛同して頂き、うれしく感じております。
                                                                                          （60代女性）議会を傍聴して7

　　　　16歳以上の全町民を対象にコロナワクチン接種を推進し、  
　　　接種率70％を目指す。委託業者３人、会計年度任用職員1人、
保健師1人で推進体制を組む。３月23日の予算質疑の時点での準備状
況を掲載する（今後も変更はありうる）。

概要

新型コロナウイルスワクチン
                  接種体制確保事業

新型コロナウイルスワクチン接種体制は

志賀ふれあい会館が地域交流センターに

　
　
　

接
種
の
時
期
、
１
週
間
の
接
種
能
力
は
。

【
健
康
推
進
課
長
】　

医
療
関
係
者
は
４
月
12
日
の

週
か
ら
接
種
し
、
75
歳
以
上
と
65
歳
以
上
の
高
齢

者
に
は
接
種
券
を
４
月
19
日
か
ら
発
送
し
接
種
は

５
月
17
日
か
ら
行
う
予
定
。
保
健
所
が
把
握
し
て

い
る
医
院
と
医
療
機
関
の
接
種
量
は
、
週
３
７
０

人
。
こ
れ
を
４
５
０
人
ま
で
引
き
上
げ
る
よ
う
要

請
し
て
い
る
。

　

集
団
接
種
は
、
土
日
で
２
０
０
人
を
目
指
し
、

６
月
か
ら
22
回
実
施
し
た
い
。
合
計
で
１
万
３
１

０
０
回
の
接
種
を
実
現
し
た
い
。
秋
に
な
る
と
感

染
が
増
え
て
く
る
の
で
10
月
末
ま
で
に
接
種
を
終

え
た
い
。

問

9815万円

　　　　休館中の志賀ふれあい会館
　　　の1階部分を地域交流セン
ターとして活用するために改修する。
この事業は、小学校の廃校後、地域
交流センターを整備してきた事業の
一環であり、最終事業となる。令和
３年度は基本設計。

概要

志賀地域交流センター
              整備事業 469万円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
へ
の
思
い
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
が
、
国
民
の
平

穏
な
生
活
を
取
り
戻
し
た

い
と
の
願
い
は
同
じ
で
す
。 北林  佳憲 先生

きたばやし よしのり

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の

設
置
を
、
た
い
へ
ん
喜
ん

で
い
ま
す
。
地
域
発
展
の

拠
点
と
し
て
利
活
用
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

西  正広 さん
にし    まさひろ

　
　
　

２
階
は
ど
う
活
用
す
る

の
か
。

【
企
画
公
室
長
】　

２
階
は
災
害

時
の
避
難
施
設
等
の
活
用
を
考

え
て
い
る
。

問現在の志賀ふれあい会館現在の志賀ふれあい会館現在の志賀ふれあい会館
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手話言語条例について町民もご理解頂くことを理解を深めよう。これからスタート
してがんばっていこうと思う。（50代女性）議会を傍聴して 8

質
疑

一
般
会
計
に
対
す
る

　

令
和
３
年
度
各
会
計
予
算
に
対
し
て
、
３
日
間
に

わ
た
っ
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
。
８
〜
12
ペ
ー
ジ
に
質

疑
と
採
決
を
、
13
ペ
ー
ジ
に
は
討
論
を
掲
載
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
　

活
用
延
期
の
理
由

健
康
推
進
課
長　

カ
ー
ド

の
普
及
と
医
療
機
関
に
お

け
る
対
応
が
進
ん
で
い
な

い
。
実
施
時
期
は
未
定
。

先
の
長
い
話
に
な
る
。

　
　
　

新
年
度
に
お
け
る

女
性
の
登
用
状
況
は
。

参
事（
総
務
・
厚
生
担
当
）

課
長
級
は
男
18
人
、
女
２

人
、
課
長
補
佐
級
は
男
９

人
、
女
５
人
。

町
長　

女
性
登
用
は
遅
れ

て
い
る
。
災
害
の
と
き
な

ど
、
女
性
の
目
線
が
大
事

で
あ
る
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
向
く
人
、
プ
レ
イ
ヤ
ー

に
向
く
人
な
ど
、
適
性
が

機
能
す
る
組
織
を
つ
く
る
。

問

　
　
　

戸
籍
と
の
連
携
は

い
つ
か
ら
始
ま
る
の
か
。

住
民
福
祉
課
長　

令
和
５

年
か
ら
シ
ス
テ
ム
の
テ
ス

ト
が
順
次
始
ま
る
。
古
い

戸
籍
全
て
を
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
で
は
管
理
で
き
な
い
。

問

　
　
　

ど
う
し
て
延
期
に

な
っ
た
の
か
。

問

女
性
の
役
職
状
況
は企

画
公
室
長　

国
交
省
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
で
、

町
施
設
の
民
活
利
用
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
。
庁
舎
・
西
部
公
園
・

笠
田
中
造
成
地
・
普
通
財

産
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

旅
費
と
半
日
３
８

０
０
円
の
報
償
費
だ
け
で

東
京
か
ら
来
て
く
れ
る
の

か
。

企
画
公
室
長　

予
算
は
５

回
分
。
こ
の
費
用
で
来
て

も
ら
え
る
。

問
　
　
　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
選
定
方
法

は
。

参
事（
総
括
担
当
）　

メ
リ

ッ
ト
は
、
国
交
省
の
認
定
、

経
費
削
減
、
専
門
的
知
識

や
経
験
、
土
地
活
用
に
つ

い
て
の
民
間
企
業
か
ら
の

提
案
な
ど
。
デ
メ
リ
ッ
ト

は
、
手
法
の
判
断
が
必
要

で
あ
る
こ
と
。

町
長　

民
間
の
考
え
を
把

握
し
て
い
る
人
と
相
談
し

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
選
定
は
、

資
格
、
経
験
を
見
た
上
で

決
め
る
。

問

　
　
　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
は
何
か
。
目
的
は
。

問 Ｐ
Ｆ
Ｉ

　
　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は

スーパーでのマイナンバースーパーでのマイナンバー
カード出張受付カード出張受付
スーパーでのマイナンバー
カード出張受付

マイナンバーカード活用に足踏み
国民健康保険証としての
　　　　　活用時期は未定

　
　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
令
和
３
年
３

　
　
　
　

月
か
ら
国
民
健
康
保
険
証
と
し
て
活
用
さ

　
　
　
　

れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
国
は
環
境
が
整
っ

て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
実
施
を
延
期
し
た
。

概要

　
　
　
　

議
会
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
を
踏

　
　
　
　

ま
え
、
町
行
政
に
女
性
の
視
点
が
必
要
だ

　
　
　
　

と
し
て
、
主
要
ポ
ス
ト
へ
の
女
性
登
用
を

求
め
て
き
た
。
令
和
２
年
度
当
初
に
お
け
る
男
女
数

は
、
課
長
級
男
18
人
、
女
０
人
、
課
長
補
佐
級
男
９

人
、
女
８
人
で
あ
る
。

概要

　
　
　
　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
プ
ラ
イ
ベ
イ
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

　
　
　
　

ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
は
、
公
共
施
設

　
　
　
　

の
設
計
、
建
設
、
維
持
管
理
や
運
営
に
、

民
間
の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
も
の
。
令
和

３
年
度
、
町
は
国
土
交
通
省
公
認
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
力
を
借
り
て
事
業
実
施
を
検
討
す
る
。

概要
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9
行政と聴覚障害者協会と、身体障害者会ともに話し合いすることを期待しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50代女性）議会を傍聴して

農
地
造
成
事
業
か
ら
の

　
　
　
　
　

転
換
を
考
え
る

　
　
　

本
町
に
ゲ
リ
ラ
豪

雨
が
発
生
す
る
可
能
性
は

あ
る
か
。
発
生
し
た
場
合
、

笠
田
中
埋
め
立
て
用
地
で

土
石
流
な
ど
が
起
こ
る
可

能
性
は
な
い
の
か
。

参
事（
建
設
・
産
業
担
当
）

ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
発
生
す
る

可
能
性
は
あ
る
。
国
が
土

砂
の
流
失
防
止
工
事
等
を

行
っ
て
い
る
の
で
安
全
と

考
え
る
。

が
。

参
事（
建
設
・
産
業
担
当
）

土
地
の
返
却
は
、
立
ち
合

い
の
上
押
印
し
て
も
ら
い
、

写
真
も
撮
っ
て
い
る
。

町
長　

埋
め
立
て
に
よ
っ

て
優
良
な
土
地
に
な
る
と

い
う
こ
と
を
望
ん
で
同
意

問
概要

　
　
　

土
地
造
成
後
返
却

し
た
中
で
、
耕
作
を
希
望

し
て
い
る
所
有
者
に
、
納

得
を
得
ら
れ
て
い
る
か
。

産
業
観
光
課
長　

納
得
は

さ
れ
て
い
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。

問
　
　
　

町
長
が
直
接
地
権

者
と
対
話
す
べ
き
。
不
利

益
を
被
っ
た
と
い
う
問
題

を
残
し
た
ま
ま
結
論
を
出

す
の
は
よ
く
な
い
と
思
う

し
た
の
で
自
己
責
任
が
発

生
し
て
い
る
。
埋
め
立
て

期
間
が
延
び
た
、
土
地
の

返
却
が
遅
れ
た
と
い
う
こ

と
ま
で
、
全
て
に
対
し
対

応
し
て
い
く
責
任
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
ど
の
よ

う
に
終
わ
ら
せ
る
か
、
用

地
を
ど
う
活
用
す
る
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
責

任
が
あ
る
。

問

　
　
　

令
和
２
年
度
は
50

件
の
集
荷
予
定
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
実
施
と
あ
る

が
、
実
績
は
。

産
業
観
光
課
長　

28
人
登

録
あ
り
、
集
荷
実
績
２
回
、

23
人
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
が
あ
っ
た
。

問

　
　
　

観
光
情
報
の
発
信

な
ど
を
公
社
へ
委
託
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
公
社
へ

の
単
な
る
補
助
金
で
は
な

い
か
。

産
業
観
光
課
長　

理
事
長
、

事
務
局
長
が
週
３
日
出
勤

し
て
い
る
。
十
分
業
務
を

担
っ
て
も
ら
え
る
。

町
長　

公
社
に
は
今
ま
で

ふ
る
さ
と
納
税
特
産
品
送

付
業
務
な
ど
で
助
け
て
も

ら
い
、
宣
伝
・
Ｐ
Ｒ
で
集

客
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば

い
い
。
こ
の
事
業
を
通
じ

て
公
社
が
儲
か
る
と
い
う

の
で
は
な
く
、
物
産
販
売

所
や
観
光
農
園
や
町
民
が

潤
え
ば
い
い
。
町
と
公
社

と
は
ウ
イ
ン
・
ウ
イ
ン
の

関
係
に
な
れ
ば
い
い
と
思

っ
て
い
る
。

問

　
　
　

集
積
業
務
ニ
ー
ズ

が
な
い
の
で
は
。
こ
の
事

業
は
単
な
る
公
社
へ
の
補

助
金
で
は
な
い
か
。

町
長　

一
年
で
終
わ
ら
せ

な
い
た
め
に
も
見
守
っ
て

も
ら
い
た
い
。

問

　
　
　
　

フ
ル
ー
ツ
王
国
振
興
公
社
へ
の
団
体
補
助

　
　
　
　

を
見
直
し
、
昨
年
度
か
ら
農
産
物
集
積
業

　
　
　
　

務
委
託
料
が
組
ま
れ
、
令
和
３
年
度
は
、

観
光
案
内
・
Ｐ
Ｒ
事
業
委
託
料
４
６
２
万
２
０
０
０

円
の
予
算
が
組
ま
れ
た
。
委
託
内
容
は
、
町
内
の
産

物
・
観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ
、
周
遊
コ
ー
ス
の
構
築
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
観
光
の
問
い
合
わ
せ
対
応
や

観
光
情
報
の
発
信
な
ど
。

概要
フ
ル
ー
ツ
王
国
振
興
公
社
へ
の

　
　
　
　
　
　
　

業
務
委
託
内
容
は

今後どうなる

笠田中の農地造成
土砂の流出が心配される造成地土砂の流出が心配される造成地土砂の流出が心配される造成地

　
　
　
　

笠
田
中
の
農
地
造
成
は
、
平
成
26
年
か
ら

　
　
　
　

始
ま
っ
た
も
の
で
、
す
り
鉢
状
の
農
地
に

　
　
　
　

京
奈
和
自
動
車
道
の
残
土
や
紀
の
川
を
浚

渫
し
た
土
を
入
れ
て
き
た
も
の
。
面
積
は
約
13 

ha
に

及
ぶ
。
町
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
農
地
中
間
管
理
機

構
を
活
用
し
て
事
業
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
が
、
一

部
の
地
権
者
か
ら
返
還
の
申
し
出
が
あ
り
、
造
成
を

完
了
し
て
い
た
一
部
農
地
が
返
還
さ
れ
た
。
こ
の
後

つ
く
ら
れ
た
地
権
者
の
協
議
会
は
、
他
の
活
用
方
法

を
町
に
要
望
し
た
。
町
は
こ
の
申
し
出
を
受
け
、
令

和
３
年
度
予
算
に
８
０
０
万
円
の
調
査
費
を
計
上
し
、

新
た
な
有
効
利
用
を
探
る
。
一
方
、
農
地
を
返
還
さ

れ
た
地
権
者
の
中
か
ら
、
現
状
の
土
地
で
は
耕
作
で

き
な
い
と
い
う
声
が
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

し
ゅ
ん

せ
つ
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これからが手話言語についてのスタートであり、内容的に活発な意見を聞き参考に
なりました。（60代女性）議会を傍聴して 10

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
36
ホ
ー
ル
完
成
へ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
3636
ホ
ー
ル
完
成

ホ
ー
ル
完
成
へ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
36
ホ
ー
ル
完
成
へ

か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
整
備
事
業

　
　
　
　

西
部
公
園
は
、
現
在
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
　
　
　

18
ホ
ー
ル
に
加
え
、
さ
ら
に
18
ホ
ー
ル
を

　
　
　
　

造
成
す
る
と
と
も
に
、
完
成
し
た
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
の
南
側
に
多
目
的
広
場
を
建
設
す
る
。
令
和

２
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た
額
も
含
め
、
18
ホ
ー
ル

の
工
事
費
８
６
０
０
万
円
、
多
目
的
広
場
で
８
０
０

０
万
円
の
事
業
と
な
る
。

概要

　
　
　

令
和
３
年
度
は
ど

れ
く
ら
い
の
工
事
金
額
か
。

ま
た
完
成
予
定
は
い
つ
に

な
る
の
か
。

建
設
課
長　

18
ホ
ー
ル
工

事
で
８
６
０
０
万
円
、
多

目
的
広
場
で
８
０
０
０
万

円
。
令
和
４
年
３
月
末
完

成
予
定
で
あ
る
。

問
　
　
　

予
定
し
て
い
た
フ

ッ
ト
サ
ル
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
な
ど
の
計
画
は
。

町
長　

当
初
計
画
よ
り
西

部
公
園
全
体
工
事
費
が
大

き
く
食
い
込
ん
で
い
る
。

３
市
町
の
同
意
も
必
要
、

ま
た
地
元
の
納
得
が
必
要

で
あ
る
。

問

　
　
　
　

誰
が
見
て
も
明
確
に
理
解
・
把
握
が
で
き
、

　
　
　
　

同
時
に
職
員
が
取
る
べ
き
行
動
が
明
確
に

　
　
　
　

な
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
防
災
計
画
が

見
直
さ
れ
る
。

概要
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
内
容
は

　
　
　

計
画
を
作
る
際
、

女
性
の
視
点
、
子
ど
も
、

高
齢
者
等
の
視
点
が
大
事

だ
。

町
長　

障
害
者
の
視
点
も

含
め
て
、
４
つ
の
視
点
が

大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

問

　
　
　

避
難
所
運
営
に
お

い
て
、
国
は
ト
イ
レ
の
数

や
男
女
比
、
一
人
当
た
り

の
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
定
め

た
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
基
に

し
た
運
営
を
求
め
て
い
る
。

危
機
管
理
課
長　

避
難
所

運
営
や
開
設
訓
練
で
ス
フ

ィ
ア
基
準
を
参
考
に
し
た

い
。

町
長　

風
水
害
は
公
助
、

地
震
で
は
自
助
と
取
り
組

み
が
異
な
る
の
で
、
町
全

体
の
訓
練
で
は
テ
ー
マ
を

も
っ
て
取
り
組
み
、
地
域

で
は
自
主
防
災
組
織
が
具

体
的
に
活
動
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
た
い
。

問

　
　
　

風
水
害
と
地
震
は
、

対
応
の
仕
方
が
全
く
違
う
。

計
画
は
分
け
て
２
冊
作
る

べ
き
。

危
機
管
理
課
長　

災
害
別

に
作
る
必
要
が
あ
る
。

問
　
　
　

過
去
に
職
員
訓
練

を
実
施
し
た
い
と
答
弁
し

て
い
る
が
。

危
機
管
理
課
長　

職
員
の

訓
練
や
役
割
を
具
体
的
に

検
討
す
る
た
め
、
他
自
治

体
の
職
員
訓
練
に
参
加
し

た
。 問

スフィア基準とは
　各種機関や個人
が、災害や紛争な
ど被災者に対する
人道支援活動を行
う場合、被災当事
者であるという意
識をもって守るべ
き最低基準。

盛況なパークゴルフ盛況なパークゴルフ盛況なパークゴルフ

２期工事着工が待たれる用地２期工事着工が待たれる用地２期工事着工が待たれる用地
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これからがスタートだということで、障害者が住みよい町になってくれることを期
待しています。（50代女性）議会を傍聴して

教育の質確保を求めて
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
配
置
は

　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
と

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ

ー
は
、
国
の
予
算
も
つ
く

の
に
、
な
ぜ
配
置
し
な
い

の
か
。

教
育
長　

本
町
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
先
進

地
と
し
て
、
各
学
校
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
担
当
教
員
を
配
置
し
、

授
業
・
実
践
を
行
っ
て
き

た
。
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
と

問

　
　
　

35
人
学
級
の
実
施

で
加
配
教
員
は
ど
う
な
っ

た
の
か
。

教
育
長　

令
和
３
年
度
か

ら
７
年
度
ま
で
に
段
階
的

に
35
人
学
級
を
目
指
す
と

な
っ
て
い
る
。
35
人
学
級

の
実
施
で
加
配
教
員
が
な

く
な
る
と
懸
念
し
て
い
た

が
、
令
和
３
年
度
は
影
響

が
な
か
っ
た
。

問
　
　
　

町
補
助
金
の
見
直

し
、
例
外
は
あ
る
の
か
。

町
長　

例
外
も
あ
る
。

問

　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は

１
校
に
１
人
必
要
だ
と
い

う
指
摘
も
あ
る
。
教
育
委

員
会
は
教
員
の
負
担
軽
減

を
考
え
る
べ
き
で
は
。

教
育
長　

近
い
将
来
活
用

で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

端
末
の
活
用
の
議
論
も
重

ね
て
き
て
い
る
。
こ
れ
で

対
応
し
た
い
。

問

　
　
　
　

子
ど
も
1
人
に
1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

　
　
　
　

の
支
給
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用
な
ど

　
　
　
　

に
よ
っ
て
、
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
が
推
進
さ
れ

る
。
事
業
を
推
進
す
る
用
語
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
の
使
い
方
）
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い

る
。
国
は
、
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
支
援
員

や
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

概要
35
人
学
級
で
加
配
教
員
は
ど
う
な
る
の
か

　
　
　
　

40
年
ぶ
り
に
小
学
校
の
学
級
編
成
の
定
員

　
　
　
　

が
40
人
か
ら
35
人
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

　
　
　
　

小
学
校
1
年
生
は
す
で
に
35
人
学
級
に
な

っ
て
い
る
が
、
令
和
３
年
度
は
２
年
生
を
35
人
学
級

と
し
、
毎
年
学
年
を
引
き
上
げ
、
令
和
７
年
度
に
は
、

小
学
校
の
全
学
年
が
35
人
学
級
に
移
行
す
る
。

概要

補
助
金
の
見
直
し
は

　
　
　
　

団
体
補
助
が
多
か
っ
た
本
町
の
補
助
金
は
、

　
　
　
　

団
体
補
助
か
ら
事
業
費
補
助
へ
移
行
し
つ

　
　
　
　

つ
あ
る
。
町
の
計
画
で
は
令
和
4
年
度
に

は
移
行
を
終
え
る
と
し
て
い
る
。
移
行
は
議
会
が
決

算
審
査
特
別
委
員
会
の
委
員
長
報
告
で
求
め
て
い
た

も
の
で
も
あ
る
。

概要

各学校で出番を待つタブレット型パソコン

合
併
処
理
浄
化
槽

　
　
　

設
置
補
助

　
　
　

水
洗
化
率
は
近
隣

市
町
と
比
べ
低
い
の
に
、

前
年
比
１
６
４
万
９
０
０

０
円
も
減
額
す
る
理
由
は
。

住
民
福
祉
課
長　

毎
年
一

定
の
浄
化
槽
設
置
を
見
込

ん
で
い
る
が
、
設
置
場
所

の
土
地
、
費
用
、
高
齢
化

な
ど
で
進
ん
で
い
な
い
の

で
減
額
し
た
。

問保
険
料
の
抑
制

国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　

基
金
を
増
額
す
れ

ば
保
険
料
の
抑
制
は
可
能

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

参
事（
総
括
担
当
）　

後
期

高
齢
者
支
援
金
分
で
２
４

０
０
円
、
介
護
給
付
金
分

で
３
５
０
０
円
減
少
し
た

の
で
、
国
保
税
は
合
計
で

減
少
し
て
い
る
。

問

質
疑

特
別
会
計
に
対
す
る
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自然な形で何も問題なくスムーズにできていただき良かったです。（70代女性）議会を傍聴して 12

国
民
健
康
保
険
天
野
診
療
所
事
業

　
　
　

隔
週
木
曜
日
２
時

間
開
院
し
て
い
る
。
利
用

者
の
状
況
は
。

健
康
推
進
課
長　

実
人
員

４
人
、
全
員
天
野
在
住
、

平
野
部
に
か
か
り
つ
け
医

が
い
る
。

町
長　

交
通
が
不
便
な
時

代
は
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
。

今
は
コ
ミ
バ
ス
や
車
が
あ

り
利
便
性
が
あ
る
。
地
域

と
し
て
は
あ
れ
ば
よ
い
で
、

な
い
と
困
る
も
の
で
は
な

い
。

問
　
　
　

天
野
診
療
所
で
受

診
す
る
必
要
性
が
乏
し
い
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で

は
、
結
論
を
出
す
こ
と
を

求
め
て
き
た
。
結
論
は
。

健
康
推
進
課
長　

受
診
は

薬
処
方
が
主
な
内
容
。
令

和
３
年
度
に
在
り
方
に
つ

い
て
諮
問
す
る
予
定
で
あ

る
。 問

　
　
　

総
合
的
に
考
え
て

必
要
性
が
希
薄
で
あ
る
。

廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

四
郷
は
休
止
し
て
お
り
、

な
ぜ
天
野
の
み
な
の
か
。

他
の
山
間
地
に
は
天
野
以

上
の
高
齢
患
者
が
い
る
。

こ
れ
は
財
政
の
問
題
で
は

な
い
。
不
公
平
と
考
え
る
。

問

　
　
　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
は
、
前
年
度
比
で
１
億

２
５
３
５
万
７
０
０
０
円

も
減
額
と
な
っ
た
の
は
な

ぜ
。

健
康
推
進
課
長　

居
宅
介

護
自
体
が
減
り
、
特
養
な

ど
施
設
介
護
が
増
え
て
い

る
。 問

　
　
　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事

業
は
身
体
介
護
20
分
、
長

く
て
も
１
時
間
と
な
っ
た
。

国
の
施
策
に
よ
っ
て
事
業

が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

居
宅
介
護
に
つ
い

て
は
、
深
掘
り
し
て
考
え

て
み
た
い
。

問

　
　
　
　

令
和
２
年
度
の
介
護
保
険
料
は
、
標
準
で

　
　
　
　

年
額
９
６
０
０
円
減
額
と
な
っ
た
。
減
額

　
　
　
　

の
要
因
は
居
宅
介
護
事
業
の
事
業
量
が
減

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
特
に
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
前
年
度
比
で
１
億
２
５
３
５
万
７
０
０
０
円
も

下
が
っ
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
。

概要
在
宅
介
護
の
給
付
減
の
内
容

介
護
保
険
事
業

令和３年度予算に対する採決状況（賛否が分かれた決算は９会計中５会計）

（注）大原清明議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対

会　　計　　名
議員名

結果

福
井　

強
太

松
岡　

宏
行

藤
本　

憲
一

小
林　

総
一

福
岡
久
二
子

氏
岡　
　

誠

新
堀　

行
雄

浦
中　

隆
男

赤
阪　

岩
男

東
芝　

弘
明

宮
井　

健
次

溝
北　

好
一

大
原　

清
明

○○○○×○○○○××○－

○○○○×○○○○××○－

○○○○×○○○○××○－

○○○○×○○○×××○－

×○○×○○○○○○○○－

９対３で認定

８対４で認定

10対２で認定

９対３で認定

９対３で認定

一般会計

水道事業会計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

国民健康保険天野診療所事
業特別会計

令
和
３
年
度
予
算

令和３年度

天野診療所の在り方を諮問
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足の悪い人がいたが、エレベーターがないので大変だった。誰もが気楽に議場に入
れるようにしてほしい。（70代男性）議会を傍聴して

一
般
会
計

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

《
賛
成
》
浦
中
隆
男
議
員

　

個
人
の
尊
厳
の
尊
重
と

住
民
主
権
、
住
民
自
治
を

活
性
化
す
る
こ
と
が
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
だ
。
歪
ん

だ
国
政
の
中
で
政
治
の
本

質
を
見
抜
き
、
自
分
の
頭

で
考
え
住
民
を
守
る
努
力

が
必
要
で
あ
る
。
能
力
主

義
的
な
人
事
に
つ
い
て
は
、

影
響
を
見
届
け
た
い
。

　

町
民
に
向
け
た
情
報
発

信
や
、
災
害
に
備
え
る
取

り
組
み
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
町
民
の
移
動
手
段

の
充
実
に
向
け
た
取
り
組

み
が
始
ま
る
こ
と
も
評
価

す
る
。
施
策
と
事
業
の
重

点
化
を
図
り
、
安
定
し
た

行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。

国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計

《
反
対
》
宮
井
健
次
議
員

《
賛
成
》
氏
岡　

誠
議
員

　

加
入
率
40
％
、
滞
納
世

帯
割
合
県
下
２
位
、
資
格

証
明
書
発
行
県
下
５
位
で

高
く
て
払
え
な
い
の
が
現

状
。
払
え
る
国
保
税
に
す

る
た
め
に
は
、
県
に
追
随

す
る
の
で
は
な
く
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

貫
い
て
、
国
民
皆
保
険
制

度
を
守
れ
。

　

課
税
方
式
の
変
更
に
伴

い
基
金
を
繰
り
入
れ
て
激

変
緩
和
を
行
い
、
被
保
険

者
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ

と
は
理
解
で
き
る
。
健
康

寿
命
日
本
一
を
掲
げ
健
康

意
識
を
高
め
て
い
る
。
安

定
的
に
運
営
さ
れ
る
こ
と

を
切
望
す
る
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

《
賛
成
》
溝
北
好
一
議
員

　

今
国
会
で
、
医
療
費
負

担
を
２
割
に
引
き
上
げ
よ

う
と
し
て
い
る
。
負
担
が

重
く
な
る
原
因
は
こ
の
医

療
制
度
に
あ
る
。
45
％
あ

っ
た
老
人
保
健
時
代
の
国

庫
負
担
は
35
％
と
な
り
、

75
歳
以
上
と
現
役
世
代
の

負
担
は
重
く
な
っ
た
。
廃

止
し
か
な
い
。

　

当
制
度
は
、
和
歌
山
県

広
域
連
合
が
保
険
者
と
し

て
県
全
体
で
運
営
を
行
う
。

令
和
３
年
度
は
未
改
定
年

で
あ
り
２
年
度
継
続
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
軽
減
措
置

等
の
活
用
で
高
齢
者
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
安
定
運
営
し
た
制
度
で

あ
る
。

水
道
事
業
会
計

《
反
対
》
宮
井
健
次
議
員

《
賛
成
》
藤
本
憲
一
議
員

　

水
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
。

令
和
２
年
度
の
最
終
予
想

収
益
は
約
３
５
０
０
万
円
。

ま
た
、
町
の
経
営
戦
略
は
、

10
年
後
も
黒
字
決
算
の
見

通
し
。
収
束
の
見
え
な
い

コ
ロ
ナ
対
策
の
一
環
と
し

て
、
町
民
生
活
安
定
の
た

め
独
自
の
値
下
げ
の
積
極

的
採
用
を
。

　

年
々
水
道
料
金
収
入
が

減
っ
て
き
て
い
る
厳
し
い

状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、
施

設
整
備
を
着
実
に
進
め
る

予
算
を
高
く
評
価
す
る
。

公
共
の
福
祉
の
増
進
の
た

め
、
町
民
に
安
全
・
安
心

な
水
道
水
供
給
の
経
営
努

力
に
期
待
す
る
。

国
民
健
康
保
険

天
野
診
療
所
事

業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者

医
療
事
業

特
別
会
計

《
反
対
》
小
林
総
一
議
員

　

隔
週
１
回
の
利
用
者
の

実
人
員
４
人
は
全
員
別
に

か
か
り
つ
け
医
が
い
る
。

四
郷
は
休
止
で
あ
り
、
な

ぜ
天
野
の
み
存
続
か
。
他

の
山
間
地
に
は
天
野
以
上

の
高
齢
患
者
が
い
る
。
こ

れ
は
不
公
平
で
あ
り
必
要

性
が
希
薄
で
あ
る
た
め
廃

止
す
べ
き
で
あ
る
。

賛否が分かれる!!賛否が分かれ賛否が分かれる!!賛否が分かれる!!討 論討 論討 論討 論討 論

天野診療所天野診療所天野診療所
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手話条例の部分、採決している姿が見れてよかったです。（40代女性）議会を傍聴して 14

国民健康保険税条例
資産割段階的に廃止
多くの被保険者は負担増へ

1件
３件
11件
９件
５件
２件
1件
1件
1件
1件
６人

３月会議（３/２～2９）
専決処分
人 事
補正予算
新年度予算
条 例
事件議決
契 約
請 願
継続審査
意 見 書
一般質問

　

主
な
議
案
は
そ
れ
ぞ

れ
可
決
さ
れ
た
。

・
国
民
健
康
保
険
税
条

　

例
改
正（
14
ペ
ー
ジ
）

・
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

　

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

　

る
条
例（
15
ペ
ー
ジ
）

・
職
員
の
分
限
処
分
に

　

関
す
る
条
例
改
正　

　
（
16
ペ
ー
ジ
）

　
　
　

和
歌
山
県
は
南
北

の
医
療
格
差
が
大
き
い
と

い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

こ
の
医
療
体
制
の
格
差
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

健
康
推
進
課
長　

格
差
が

あ
る
の
で
何
ら
か
の
手
立

て
が
必
要
で
あ
る
。
賦
課

割
合
を
示
し
た
の
は
県
だ
。

問

　
　
　

４
人
家
族
で
収
入

４
０
０
万
円
、
固
定
資
産

ゼ
ロ
の
場
合
、
令
和
２
年

度
で
49
万
５
５
０
０
円
の

国
保
税
が
、
令
和
６
年
に

は
58
万
４
６
０
０
円
に
な

る
。
高
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

高
い
と
思
う
。
保

険
税
を
下
げ
る
努
力
を
し

た
い
。
一
般
財
源
の
投
入

は
、
慎
重
に
す
べ
き
。
状

況
を
見
な
が
ら
判
断
し
、

対
策
し
た
い
。

問
　
　
　

資
産
割
を
廃
止
す

る
理
由
は
。

健
康
推
進
課
長　

法
的
根

拠
は
な
い
。
年
金
と
わ
ず

か
な
収
入
の
65
歳
以
上
の

世
帯
が
多
い
。
能
力
に
応

じ
て
と
い
う
国
保
の
考
え

か
ら
、
資
産
割
に
は
不
平

等
感
が
あ
る
。
町
外
に
資

産
が
あ
っ
て
も
資
産
割
に

反
映
さ
れ
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
る
。

問

　
　
　

４
方
式
か
ら
３
方

式
に
変
わ
る
周
知
を
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

健
康
推
進
課
長　

町
広
報

や
納
付
書
に
説
明
文
を
入

れ
て
理
解
を
求
め
た
い
。

問

　
　
　

保
険
税
の
統
一
は
、

医
療
体
制
の
低
い
自
治
体

に
高
い
保
険
税
を
押
し
つ

け
る
こ
と
に
な
る
。
自
分

た
ち
の
自
治
体
の
保
険
税

が
下
が
れ
ば
い
い
の
か
。

町
長　

そ
ん
な
風
に
は
考

え
て
い
な
い
。
統
一
に
よ

っ
て
一
定
の
保
障
が
な
さ

れ
る
。

問 　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
こ
れ
ま
で
、
所
得

　
　
　
　

割
・
資
産
割
・
均
等
割
・
平
等
割
が
、
40

　
　
　
　

・
12
・
33
・
15
の
賦
課
割
合
で
課
税
さ
れ

て
き
た
。
今
回
の
条
例
改
正
は
、
資
産
割
を
廃
止
し

３
方
式
に
す
る
も
の
。
そ
の
結
果
、
所
得
割
・
均
等

割
・
平
等
割
が
50
・
35
・
15
と
な
る
。
４
年
間
で
賦

課
割
合
を
段
階
的
に
改
正
す
る
。

概要
「
保
険
税
を
下
げ
る
努
力
を
し
た
い
」

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

被
保
険
者
に
と
っ
て
高

す
ぎ
る
保
険
税
と
い
う
現

在
の
枠
組
み
の
下
で
、
保

険
税
を
資
産
割
を
な
く
し

て
３
方
式
に
す
る
の
は
あ

ま
り
に
も
乱
暴
だ
。
県
に

対
し
、
被
保
険
者
の
実
情

を
訴
え
て
方
針
の
改
善
を

求
め
る
べ
き
。
保
険
税
の

統
一
は
す
べ
き
で
な
い
。

討 

論

討 

論

討 

論

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

賛否が分かれた議案（３月会議）

（注）大原清明議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対

件　　　　　名
議員名

結果
福
井

松
岡

藤
本

小
林

福
岡

氏
岡

新
堀

浦
中

赤
阪

東
芝

宮
井

溝
北

大
原

○○○○×○○○×××○－８対４で可決かつらぎ町国民健康保険税条例
の一部を改正する条例
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15 手話通訳者がいたので、質疑、応答の内容が分かって良かったです。（40代男性）議会を傍聴して

待ち望んだ手話言語条例
全員賛成で可決

　
　
　

今
ま
で
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
実
施
し
、
今
後

ど
の
よ
う
な
施
策
を
実
施

し
て
い
く
の
か
。

住
民
福
祉
課
長　

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
、
学
習
会
開
催
等

を
し
て
き
た
。
団
体
・
関

問

　
　
　
　

条
例
は
、
手
話
は
言
語
で
あ
る
こ
と
の
確

　
　
　
　

立
、
お
よ
び
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　
　
　
　

ン
手
段
が
使
え
る
環
境
を
整
え
る
た
め
の

も
の
。
手
話
や
点
字
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
障

害
が
あ
る
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
は
、

障
害
の
態
様
に
よ
り
一
人
一
人
違
い
、
多
様
で
あ
る
。

障
害
の
違
い
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
保

障
が
望
ま
れ
る
。

概要
条
例
は
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

手
話
言
語
の
確
立
及
び

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
促
進
に
関
す
る
条
例

係
者
と
も
意
見
交
換
を
し

て
き
た
。
今
後
、
細
か
い

基
本
計
画
を
作
り
た
い
。

町
長　

条
例
を
作
る
こ
と

が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

っ
た
と
考
え
て
い
る
。
生

き
た
条
例
に
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　

大
き
な
減
額
の
理

由
は
。

健
康
推
進
課
長　

新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
あ
る
。
夏

の
集
団
健
診
は
中
止
し
た
。

町
民
も
医
院
へ
行
く
の
を

控
え
た
こ
と
も
あ
る
。

問

　
　
　

送
料
補
助
の
金
額

は
。

産
業
観
光
課
長　

６
０
０

円
を
上
限
と
し
、
令
和
３

年
度
の
み
実
施
。

問
　
　
　

一
年
間
だ
け
の
実

施
で
は
、
農
業
振
興
と
言

え
な
い
の
で
は
。

町
長　

も
っ
と
も
だ
が
、

こ
の
事
業
は
コ
ロ
ナ
対
策

の
臨
時
交
付
金
で
あ
り
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
落
ち
込

ん
だ
補
塡
と
考
え
て
い
る
。

問

　
　
　

観
光
振
興
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
報
償
金
の
８
万
円

の
減
額
理
由
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
活
動
、
予
算
額
は
。

産
業
観
光
課
長　

コ
ロ
ナ

禍
で
活
動
が
あ
ま
り
で
き

な
か
っ
た
が
、
妙
寺
地
区

の
取
り
組
み
で
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
い
る
。

問

　
　
　

真
に
町
の
観
光
対

策
を
考
え
る
な
ら
、
責
任

の
あ
る
機
関
や
団
体
に
委

託
し
て
は
。

町
長　

方
向
転
換
も
含
め

て
今
後
の
在
り
方
を
協
議

し
た
い
。

問
　
　
　

受
診
を
し
て
も
ら

う
た
め
の
対
応
策
は
。

健
康
推
進
課
長　

メ
ー
ル
、

健
康
教
室
等
の
手
段
を
使

っ
て
受
診
率
を
上
げ
た
い
。

問 検
診
委
託

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

　
　
　
　

落
ち
込
ん
で
い
る
農
産
物
の
消
費
拡
大
の

　
　
　
　

た
め
、
町
内
農
産
物
な
ら
び
に
加
工
品
の

販
売
に
係
る
送
料
の
一
部
を
補
助
。
併
せ
て
町
内
産

品
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、
関
係
者
の
所
得
向
上
お
よ
び
販

路
拡
大
を
図
る
。

　

目
標
は
登
録
４
０
０
件
、
送
付
15
万
件
。
予
算
額

は
、
２
９
８
万
４
０
０
０
円
。

概要
農
産
物
販
売
促
進
事
業
委
託

条例審議の模様（右から２人目は手話通訳者）条例審議の模様（右から２人目は手話通訳者）条例審議の模様（右から２人目は手話通訳者）
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手話が言語であると認められ、大変うれしく思います。これからがスタートだと町
長が話され、満場一致で採択された事は何よりも嬉しいです。（50代女性）議会を傍聴して 16

勤務成績によって降給も
　
　
　

分
限
処
分
の
過
去

の
事
例
は
。

総
務
課
長　

今
日
ま
で
分

限
処
分
は
１
例
も
な
い
。

し
い
。
客
観
的
な
基
準
を

明
確
に
す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長　

国
の
指
標
に

基
づ
い
て
基
準
は
明
確
に

な
っ
て
い
る
。

分
限
処
分
制
度
と
は

　

公
務
能
率
の
維
持
お
よ
び

適
正
な
運
営
の
確
保
を
目
的

と
し
、
一
定
の
事
由
が
あ
る

場
合
に
、
職
員
の
意
に
反
す

る
処
分
を
す
る
制
度
。

問

　
　
　

給
料
表
の
職
務
級

の
中
で
、
さ
ら
に
細
か
く

号
給
も
下
げ
る
処
分
を
新

た
に
つ
く
る
の
は
な
ぜ
か
。

町
長　

一
生
懸
命
や
っ
て

も
能
力
的
に
だ
め
と
い
う

人
も
い
る
。
１
０
０
の
う

ち
80
し
か
で
き
な
い
人
の

残
り
の
20
を
、
で
き
る
人

が
埋
め
る
と
い
う
の
は
、

能
力
の
あ
る
人
に
不
満
が

起
こ
る
。
必
要
な
措
置
だ
。

問

　
　
　

賞
罰
審
査
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
は
職
員
ば
か

り
だ
。
外
部
委
員
を
入
れ

て
公
平
性
を
確
保
す
べ
き

で
は
。

町
長　

他
市
町
村
の
状
況

も
聞
い
て
、
総
合
的
に
判

断
す
る
。

問
　
　
　

心
身
な
ど
の
故
障

が
降
給
の
事
由
と
な
っ
て

い
る
。
心
的
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
病
気
は
誰
に
で
も
起

こ
り
得
る
の
で
、
理
解
を

深
め
る
よ
う
職
員
研
修
に

取
り
組
ん
で
は
。

町
長　

職
員
研
修
等
に
取

り
組
み
た
い
。

問

　
　
　

具
体
的
指
針
を
策

定
中
の
状
態
で
労
働
組
合

と
合
意
が
あ
る
と
は
お
か

問
　
　
　

労
働
組
合
と
の
合

意
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

１
月
の
協
議

で
は
、
完
全
な
合
意
で
は

な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、

反
対
意
見
は
出
な
か
っ
た
。

具
体
的
指
針
に
つ
い
て
は
、

現
在
策
定
し
て
い
る
。

問 　
　
　
　

職
員
の
分
限
処
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

　
　
　
　

の
町
条
例
に
、
新
た
に
降
給
等
に
関
す
る

　
　
　
　

事
項
を
加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
回
の

改
正
は
、「
降
給
」
の
種
類
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
「
給
料
表
の
職
務
級
を
下
げ
る
措
置
」
に
加
え
、

「
職
務
級
の
中
の
号
給
を
下
げ
る
措
置
」
が
加
わ
る
。

ま
た
、
条
件
付
採
用
期
間
中
の
職
員
の
降
任
ま
た
は

免
職
に
つ
い
て
も
加
わ
っ
た
。
質
疑
が
行
わ
れ
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

概要
職
員
の
分
限
処
分
で

　
　

議
員
の
判
断
が
分
か
れ
る

職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

公
務
員
は
「
全
体
の
奉
仕

者
」
と
し
て
、
住
民
に
寄
り

添
っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
積

極
的
に
行
う
べ
き
。
今
回
の

条
例
改
正
は
、
職
員
間
に
さ

ら
な
る
分
断
を
持
ち
込
み

「
全
体
の
奉
仕
者
」
の
役
割

を
阻
害
す
る
。
ひ
い
て
は
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な

が
る
。

《
反
対
》
宮
井
健
次
議
員

　

指
針
は
現
在
作
成
中
と

い
う
答
弁
が
全
て
を
物
語

っ
て
い
る
。
労
働
組
合
と

細
目
で
合
意
が
な
い
状
態

で
こ
の
よ
う
な
議
案
を
出

す
べ
き
で
は
な
い
。
一
旦

取
り
下
げ
て
出
し
直
す
べ

き
だ
。
恣
意
的
な
運
用
を

避
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

　

職
員
の
分
限
処
分
は
こ
れ

ま
で
の
条
例
で
事
足
り
る
。

そ
れ
以
上
に
細
か
く
降
号
ま

で
取
り
入
れ
て
金
銭
的
に
差

を
つ
け
る
の
は
、
安
易
な
競

争
主
義
、
成
果
主
義
に
つ
な

が
る
。
公
務
員
と
し
て
の
内

発
的
な
意
欲
を
む
し
ろ
低
下

さ
せ
、
効
果
は
期
待
で
き
な

い
。

《
反
対
》
福
岡
久
二
子
議
員

討 
論

討 
論

討 
論

賛否が分かれた議案（３月会議）

（注）大原清明議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対

件　　　　　名
議員名

結果
福
井

松
岡

藤
本

小
林

福
岡

氏
岡

新
堀

浦
中

赤
阪

東
芝

宮
井

溝
北

大
原

○○○○×○○○○××○－９対３で可決職員の分限に関する手続及び効果に
関する条例の一部を改正する条例
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17
議会傍聴の部屋まで場所がわかりにくかったですが、庁内で２人の職員が声をかけ
てくれました。感謝です。すばらしい対応でした。（40代男性）議会を傍聴して

１件
１件
１件

２月会議（2/15～17）
補正予算
事件議決
契 約

　

令
和
３
年
第
１
回
定

例
会
の
会
期
は
、
１
月

８
日
か
ら
12
月
27
日
の

３
５
４
日
間
と
な
っ
た
。

物
品
売
買
契
約
の
締
結

　
　
　
　

防
災
ラ
ジ
オ

　
　
　
　

追
加
分
は
全

　
　
　
　

て
保
証
金
預

か
り（
実
質
無
料
）で
配

布
さ
れ
る
。
契
約
内
容

は
表
の
と
お
り
。

概要

　
　
　

保
証
金
を
預
か
ら

ず
、
店
舗
兼
住
宅
以
外
の

事
業
所
に
無
償
貸
与
す
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

町
長　

配
置
を
し
て
も
ら

え
な
い
と
な
る
と
、
考
え

直
す
必
要
が
あ
る
。

問

　
　
　

接
種
の
対
応
策
は
。

健
康
推
進
課
長　

医
師
会

と
相
談
し
１
日
の
接
種
量

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

て
い
る
。
医
療
機
関
と
連

携
す
る
た
め
、
役
場
に
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
。
た
だ
し
、
本
町
へ
の

ワ
ク
チ
ン
配
布
が
未
定
。

確
保
な
し
に
接
種
券
を
配

布
で
き
な
い
の
で
、
状
況

を
見
極
め
て
対
応
し
た
い
。

問

　
　
　

町
は
企
業
に
対
し

防
災
時
の
協
力
を
お
願
い

す
る
と
い
う
意
味
で
、
無

償
貸
与
す
る
義
務
と
責
任

が
あ
る
の
で
は
。

町
長　

事
業
所
に
は
災
害

時
に
協
力
を
得
て
共
に
乗

り
越
え
る
体
制
を
つ
く
り

た
い
。

事業所分　　　　　　　　1,000台
住民登録の無い人　　　　　150台
住民登録有り２台目以降　　250台
予備分　　　　　　　　　　100台
　　　　　　　合　計　 　1500台
　　　　　　　予算額　 2970万円

問

　

企
業
や
事
業
所
な
ど
を

対
象
に
防
災
ラ
ジ
オ
を
追

加
購
入
す
る
こ
と
は
賛
成

す
る
。
し
か
し
、
配
布
方

法
で
保
証
金
預
か
り
の
貸

与
は
、
町
は
企
業
や
事
業

所
な
ど
に
災
害
時
に
協
力

を
お
願
い
す
る
の
で
、
無

償
で
貸
与
す
る
義
務
と
責

任
が
あ
る
の
で
反
対
す
る
。

討 

論

討 

論

討 

論

《
反
対
》
松
岡
宏
行
議
員

　

事
業
所
へ
実
質
無
償
で

貸
与
を
実
現
す
る
と
い
う

今
回
の
議
案
だ
が
、
預
か

り
金
を
設
定
す
る
の
は
一

つ
の
方
法
だ
と
思
う
。

《
賛
成
》
東
芝
弘
明
議
員

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ

　
　
　
　

ウ
イ
ル
ス
ワ

　
　
　
　

ク
チ
ン
接
種

に
備
え
、
体
制
整
備
や

接
種
券
発
送
、
予
約
受

付
に
係
る
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
設
置
等
を
予
算
化
。

全
額
国
費
３
３
０
万
円
。

個
別
接
種
は
紀
北
分
院

含
め
12
医
院
、
集
団
接

種
は
総
合
文
化
会
館
の

予
定
。
橋
本
・
伊
都
の

個
人
医
院
で
も
接
種
券

を
使
え
る
。

概要

賛否が分かれた議案（２月会議）

（注）大原清明議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対

件　　　　　名
議員名

結果
福
井

松
岡

藤
本

小
林

福
岡

氏
岡

新
堀

浦
中

赤
阪

東
芝

宮
井

溝
北

大
原

××○×○○○○○○○○－９対３で可決物品売買契約の締結

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

　

体
制
を
準
備
中

防災情報伝達システムの操作用パソコン防災情報伝達システムの操作用パソコン防災情報伝達システムの操作用パソコン

防災ラジオ

事業所分など追加契約
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太陽光ソーラー発電設置に町独自の規制条例を

八女市の取り組みは研究に値するのでは

下水道事業を収束、合併浄化槽にシフトすべき

ふるさと納税の実態と具体的使途は

テレビ通話など顔の見えるリモートでの情報収集体制を

西部公園パークゴルフ場を誰でも気軽に楽しめて面白いコースに

宮 井 　 健 次

東 芝 　 弘 明

小 林 　 総 一

溝 北 　 好 一

福 井 　 強 太

松 岡 　 宏 行
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中阪町長
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や め



議会だよりかつらぎ
2021.5.1　89号

一般質問

19

宮 井 健 次 議員

　
　
　

太
陽
光
発
電
と
農

地
転
用
に
つ
い
て
聞
く
。

最
近
、
西
飯
降
地
内
で
農

業
委
員
会
が
県
外
の
業
者

か
ら
農
地
法
第
５
条
に
基

づ
く
農
地
転
用
の
許
可
を

出
し
て
い
る
が
、
転
用
目

的
は
。

産
業
観
光
課
長　

資
材
置

き
場
だ
。

問
　
　
　

そ
の
際
、
各
種
の

提
出
書
類
と
と
も
に
、
申

請
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し

て
い
る
と
思
う
が
、
太
陽

光
発
電
の
話
は
出
た
の
か
。

産
業
観
光
課
長　

種
々
の

確
認
等
し
た
が
、
太
陽
光

発
電
の
話
は
出
な
か
っ
た
。

問
　
　
　

地
元
に
は
、
資
材

置
き
場
だ
と
い
う
説
明
し

か
な
く
、
農
地
転
用
の
完

問

了
後
、
間
髪
を
入
れ
ず
に
、

太
陽
光
ソ
ー
ラ
ー
発
電
が

設
置
さ
れ
た
。
な
ぜ
か
。

産
業
観
光
課
長　

申
請
者

の
登
記
簿
の
提
出
添
付
を

求
め
て
い
る
が
、
電
気
工

事
の
文
言
は
あ
る
が
、
太

陽
光
発
電
等
の
管
理
運
営

に
係
る
文
言
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
。

　
　
　

一
連
の
農
業
委
員

会
の
審
査
の
経
過
を
見
れ

ば
、
簡
単
な
書
類
審
査
で

済
ま
し
て
い
る
。
も
っ
と

厳
格
に
す
べ
き
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
太
陽
光
発

電
設
置
に
関
す
る
町
の
担

当
課
は
。

参
事
（
建
設
・
産
業
担

当
）　

住
民
福
祉
課
だ
。

問

太陽光ソーラー発電設置に町独自の規制条例を
慎重に判断町 長

　
　
　

申
請
者
か
ら
相
談

が
あ
っ
た
の
か
。

住
民
福
祉
課
長　

あ
り
ま

せ
ん
。

問
　
　
　

和
歌
山
県
太
陽
光

発
電
事
業
の
実
施
に
関
す

る
条
例
に
よ
る
と
50　

以

上
を
対
象
に
し
て
お
り
、

そ
れ
以
下
に
つ
い
て
は
規

制
の
対
象
外
だ
。
今
回
の

西
飯
降
地
内
の
ケ
ー
ス
は
、

49
・
５　

と
聞
く
。
こ
れ

で
は
対
象
外
。
現
在
全
国

で
１
３
８
の
自
治
体
に
規

制
条
例
が
あ
る
。
①
禁
止

区
域
の
指
定
②
首
長
の
同

意
③
住
民
へ
の
事
前
説
明

④
廃
棄
費
用
の
積
立
。
私

は
、
こ
の
４
項
目
を
含
ん

だ
町
独
自
の
規
制
条
例
を

つ
く
る
べ
き
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

町
長　

条
例
制
定
に
つ
い

て
は
、
本
当
に
慎
重
に
判

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
面
は
状
況
を
注
視
し
な

が
ら
そ
の
都
度
判
断
し
て

い
く
。

問

西飯降の49.5kWのソーラー発電

　
　
　
　
　

他
に
「
本
町

に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の

社
会
保
障
（
特
に
生
活
保

護
と
国
民
健
康
保
険
）
に

つ
い
て
」、
も
う
一
つ
は

「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
ロ
ー
カ

ル
線
見
直
し
」
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

※
農
地
法
第
５
条
申
請
と

は
　

農
地
の
所
有
権
等
を
持

た
な
い
人
が
、
農
地
を
農

地
以
外
の
も
の
に
す
る
た

め
に
所
有
者
か
ら
買
っ
た

り
、
賃
貸
借
契
約
な
ど
に

よ
っ
て
借
り
受
け
る
た
め

に
必
要
と
な
る
許
可
。

ま
と
め

ドア・ツー・ドアの乗り合いタクシーの取り組みの推進により、住民にとってより
利便性の高い施策を要望します。（60代男性）議会を傍聴して
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一般質問

　
　
　

交
通
権
に
対
す
る

考
え
は
。

町
長　

移
動
の
権
利
。
憲

法
が
保
障
す
る
居
住
、
移

転
お
よ
び
職
業
選
択
の
自

由
、
生
存
権
、
幸
福
追
求

権
な
ど
、
基
本
的
人
権
を

実
現
す
る
上
で
不
可
欠
。

し
て
い
る
。

問

　
　
　

タ
ク
シ
ー
と
バ
ス

会
社
の
６
社
に
委
託
し
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る

配
車
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
る
。
片
道
３
０
０
円
、

車
１
台
当
た
り
年
間
約
７

０
０
万
円
。
維
持
管
理
費

も
人
件
費
も
全
部
含
ま
れ

て
い
る
。

企
画
公
室
長　

参
考
に
す

べ
き
一
つ
の
事
例
。

問
　
　
　

４
月
１
日
か
ら
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
始
ま

る
が
。

総
務
課
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
コ
ー
ス
を
補
完

す
る
目
的
で
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
導
入
す

る
。
予
約
が
あ
る
と
き
の

み
運
行
。
費
用
は
年
間
８

８
０
万
円
程
度
。

問
　
　
　

５
コ
ー
ス
、
タ
ク

シ
ー
３
台
で
１
日
３
万
６

０
０
０
円
、
人
件
費
を
入

れ
て
も
安
い
。
今
の
形
は

最
終
形
で
は
な
い
。
研
究

に
値
す
る
の
で
は
。

町
長　

次
回
の
見
直
し
、

再
編
時
ま
で
に
は
、
ド

ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
を
含
め

在
り
方
を
検
討
し
た
い
。

問

　
　
　

ぜ
ひ
実
態
調
査
を
。

町
長　

免
許
証
が
な
く
て

外
出
に
困
っ
て
い
る
人
を

調
査
す
る
こ
と
は
可
能
だ
。

問
　
　
　

福
岡
県
の
八
女
市

へ
職
員
と
一
緒
に
視
察
に

行
っ
た
が
。

企
画
公
室
長　

電
話
予
約

に
よ
る
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
方
式
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
。

市
内
11
エ
リ
ア
で
、
平
日

の
み
８
便
の
運
行
。
台
数

は
12
台
。
商
工
会
に
委
託

問

八女市の取り組みは研究に値するのでは
ドア・ツー・ドアを含め
検討したい

町 長

八女市のふる里タクシー（乗合）

　
　
　

警
察
は
、
犯
罪
捜

査
の
た
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
活
用
し
て
、
個
人
情

報
を
閲
覧
し
て
い
る
が
、

閲
覧
記
録
は
残
ら
な
い
。

こ
れ
ら
を
住
民
に
伝
え
判

断
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

町
長　

個
人
情
報
の
漏
え

い
、
国
家
に
よ
る
国
民
の

管
理
、
不
正
利
用
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
利
用
の
格
差

な
ど
４
点
ほ
ど
問
題
が
あ

る
。
し
か
し
、
個
人
情
報

は
、
分
散
管
理
さ
れ
る
の

で
、
一
元
管
理
に
よ
る
情

報
漏
え
い
は
な
い
。

問
　
　
　

デ
ジ
タ
ル
法
案
が

可
決
し
て
も
、
地
方
自
治

体
に
は
個
人
情
報
を
守
る

責
任
が
あ
る
。

町
長　

個
人
情
報
保
護
に

は
責
任
が
あ
る
の
で
進
め

た
い
。

問

デ
ジ
タ
ル
化
法
案
の
危
険
性
を

　
　
　
　
　
　

直
視
し
て
ほ
し
い

　
　
　

地
方
公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
法
案

で
標
準
化
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
住
民
基
本
台
帳
、

戸
籍
、
社
会
保
障
関
係
の

シ
ス
テ
ム
、
税
な
ど
の
シ

ス
テ
ム
な
ど
が
統
一
さ
れ

る
が
。

町
長　

行
政
情
報
を
統
一

し
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

管
理
は
変
わ
ら
な
い
。
費

用
が
下
が
る
期
待
も
あ
る
。

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。

問

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
は
、
こ
の
３
月
か
ら

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

で
き
、
２
０
２
５
年
３
月

か
ら
は
運
転
免
許
証
と
一

体
化
が
図
ら
れ
る
。
自
治

体
健
診
情
報
も
載
せ
る
。

国
民
に
は
主
権
が
あ
る
。

作
る
の
は
自
由
、
作
ら
な

い
自
由
も
あ
る
が
。

町
長　

作
る
自
由
、
作
ら

な
い
自
由
が
あ
っ
て
し
か

り
。
た
だ
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

速
や
か
に
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
実
施
で
き
る
。

問

や   め
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小 林 総 一 議員

　
　
　

昭
和
57
年
以
降
、

下
水
道
事
業
に
使
っ
た
事

業
費
は
。

上
下
水
道
課
長　

本
町
負

担
額
で
78
・
３
億
円
で
あ

る
。 問

　
　
　

認
可
計
画
区
域
２

９
９
・
３
ha
の
内
、
整
備

面
積
は
２
４
６
・
４
ha
。

残
り
52
・
９
ha
の
完
成
ま

で
何
年
か
か
る
の
か
。

上
下
水
道
課
長　

今
後
約

50
年
か
か
る
。

問
　
　
　

現
時
点
で
の
起
債

残
高
と
年
平
均
償
還
額
は
。

上
下
水
道
課
長　

元
利
合

わ
せ
て
35
・
４
億
円
、
償

還
は
年
３
億
円
で
あ
る
。

問

　
　
　

浄
化
槽
設
置
補
助

金
の
町
単
独
分
は
年
９
５

３
万
円
の
み
。
下
水
道
事

業
に
は
年
３
億
円
の
繰
入

問

　
　
　

平
成
31
年
の
経
費

回
収
率
（
下
水
道
料
金
で

費
用
を
賄
え
る
率
）
は

71
・
４
％
で
あ
る
。
今
後

の
推
移
は
。

上
下
水
道
課
長　

同
じ
く

問

　
　
　

県
は
令
和
８
年
度

末
ま
で
に
合
併
浄
化
槽
等

を
含
め
た
汚
水
処
理
人
口

普
及
率
を
80
％
目
標
に
し

て
い
る
。
本
町
は
平
成
30

年
度
末
で
59
％
。
普
及
率

向
上
の
た
め
見
直
し
が
必

要
。
工
場
進
出
・
開
発
予

定
・
公
共
施
設
等
の
計
画

を
除
き
認
可
区
域
を
縮
小

し
、
下
水
道
事
業
を
収
束

さ
せ
る
。
合
併
浄
化
槽
に

シ
フ
ト
す
る
方
向
へ
行
く

べ
き
で
は
。

町
長　

も
っ
と
も
で
あ
る
。

財
源
も
含
め
て
今
後
ど
う

な
る
か
分
か
ら
な
い
状
況

で
あ
る
。

ら
い
で
推
移
す
る
。

金
が
あ
る
。
都
市
計
画
区

域
の
不
公
平
な
上
乗
せ
廃

止
と
、
補
助
金
額
の
大
幅

増
額
を
。

町
長　

今
後
は
合
併
浄
化

槽
と
市
町
村
設
置
型
合
併

浄
化
槽
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
考
え
て
い
る
。
本
町

全
域
を
考
え
た
中
で
ど
の

方
法
が
よ
い
の
か
、
補
助

金
の
増
額
も
含
め
て
考
え

て
い
き
た
い
。

問
　
　
　

浄
化
槽
設
置
補
助

金
で
都
市
計
画
区
域
加
算

が
あ
る
。
都
市
計
画
税
は

こ
の
事
業
に
使
わ
れ
て
い

な
い
。
区
域
外
の
人
が
こ

の
税
を
払
っ
て
も
居
住
地

が
区
域
外
で
あ
れ
ば
加
算

が
な
い
不
公
平
な
制
度
で

あ
る
。
加
算
制
度
は
廃
止

し
、
全
て
の
町
民
に
上
乗

せ
す
べ
き
で
は
。

町
長　

不
動
産
と
居
住
の

関
係
は
イ
コ
ー
ル
で
は
な

い
。 問

下水道事業を収束、合併浄化槽にシフトすべき
もっともである町 長

　
　
　

今
後
も
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
が
必
要
で

あ
る
。
下
水
道
事
業
は
独

立
採
算
の
原
則
が
適
用
さ

れ
る
。
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
使
用
料
の
値
上
げ

も
視
野
に
入
っ
て
い
る
の

か
。

町
長　

値
上
げ
も
含
め
て

検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

問
　
　
　

水
道
事
業
は
ほ
ぼ

全
町
民
に
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
。
下
水
道
事
業
は
区
域

を
限
っ
た
一
部
住
民
に
対

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

莫
大
な
経
費
を
つ
ぎ
込
み

こ
れ
か
ら
も
大
き
な
町
負

担
が
あ
る
。
区
域
外
住
民
、

山
間
部
ま
た
河
南
地
域
は

下
水
道
と
は
縁
が
な
い
。

そ
れ
で
も
都
市
計
画
税
を

払
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

不
均
衡
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。
今
後
ど
う
し
た

対
応
を
取
っ
て
い
く
の
か
。

町
長　

も
っ
と
も
で
あ
る
。

し
か
し
バ
ラ
ン
ス
を
過
去

に
戻
っ
て
戻
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
今
後
の
検
討
課

題
で
あ
る
。

問

かつらぎ町浄化槽設置整備事業補助金
都市計画区域内では不公平な加算がされている

浄
化
槽
補
助
金

人槽区分

５人槽

６～７人槽

８～10人槽

332,000円

414,000円

548,000円

補　助　額

人槽区分

５人槽

６～７人槽

８～10人槽

166,000円

207,000円

274,000円

補　助　額

都市計画区域内においては、次表の額を前項の補助金の額に加算する
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平
成
20
年
創
設
、

本
来
の
目
的
は
。

企
画
公
室
長　

生
ま
れ
育

っ
た
故
郷
に
貢
献
で
き
自

分
の
意
志
で
応
援
し
た
い

自
治
体
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
制
度
だ
。

問

　
　
　

本
町
で
好
調
な
要

因
は
。

企
画
公
室
長　

地
元
産
品

へ
の
こ
だ
わ
り
と
町
の
魅

力
の
Ｐ
Ｒ
で
あ
る
。

問

　
　
　

納
税
者
か
ら
見
る

と
返
礼
品
以
外
に
使
途
に

イ
ン
パ
ク
ト
や
夢
が
あ
り
、

納
税
で
本
町
に
貢
献
し
て

い
る
満
足
感
は
あ
る
か
。

企
画
公
室
長　

10
の
目
的

に
沿
っ
て
町
の
事
業
財
源

に
有
効
活
用
し
て
い
る
。

納
税
者
の
満
足
感
を
増
す

た
め
に
も
事
業
Ｐ
Ｒ
を
工

夫
し
て
い
く
。

問
　
　
　

寄
附
の
使
途
が
納

税
者
に
見
え
て
い
る
か
、

町
に
役
立
つ
か
、
目
的
を

持
っ
た
事
業
か
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

町
長　

使
途
に
工
夫
を
行

い
。
寄
附
者
の
満
足
度
を

高
め
れ
ば
寄
附
額
が
増
加

す
る
。
使
途
を
明
確
に
し

て
満
足
度
を
高
め
る
。

問

　
　
　

集
め
る
た
め
の
工

夫
は
。
返
礼
品
を
拡
大
し

て
の
検
討
は
。

企
画
公
室
長　

ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
取
り
扱
い
拡
大
、

電
子
決
済
、
特
産
品
を
２

８
０
品
目
に
増
や
す
。
寄

附
額
の
増
加
に
努
め
る
。

問

　
　
　

本
町
に
お
け
る
貢

献
度
と
課
題
は
。

参
事
（
総
括
担
当
）　

平

成
24
年
度
か
ら
特
産
品
送

付
を
開
始
。
当
初
は
１
２

１
万
円
、
改
良
改
善
に
取

り
組
み
今
は
３
億
円
を
超

え
る
ま
で
に
。
課
題
は
返

礼
品
発
送
経
費
、
事
務
量

の
増
加
。

山
の
商
品
で
共
通
返
礼
品

を
採
用
し
た
結
果
だ
と
思

う
。

問
　
　
　

県
内
の
市
町
村
で

大
き
く
進
展
し
た
理
由
は
。

企
画
公
室
長　

ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
数
の
増
加
、
和
歌

問

　
　
　

納
税
額
が
１
０
０

で
は
、
本
当
は
60
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
る
か
。

企
画
公
室
長　

経
費
40
の

う
ち
大
半
が
輸
送
・
運
送

費
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
節

減
努
力
を
す
る
。

問
　
　
　

寄
附
金
の
具
体
的

使
途
を
明
確
に
し
て
い
る

か
。

企
画
公
室
長　

寄
附
金
の

使
途
は
10
項
目
。
条
例
で

規
定
し
て
い
る
。

問

ふるさと納税の実態と具体的使途は
寄附者の満足度を高める努力・
PRにつとめる

町 長

花いっぱい運動にふるさと寄附金を活用

ふ
る
さ
と
住
民
票
制
度

　
　
　

令
和
２
年
度
制
度

開
始
、
主
旨
・
目
的
は
。

企
画
公
室
長　

本
町
に
ゆ

か
り
の
あ
る
人
や
愛
着
の

あ
る
人
を
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
し
て
も
ら
い
、
観
光

等
魅
力
あ
る
町
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
も
行
う
。

問
　
　
　

制
度
の
あ
り
た
い

姿
は
。

参
事
（
総
務
・
厚
生
担

当
）　

人
口
減
少
、
農
家

の
担
い
手
不
足
や
空
き
家

問
題
。
町
の
活
性
化
に
つ

な
げ
本
町
と
関
わ
り
を
持

つ
人
が
増
し
、
町
民
と
交

流
す
る
機
会
を
作
れ
れ
ば
。

問

　
　
　

町
長
の
思
い
は
。

町
長　

関
係
人
口
を
増
や

し
町
外
か
ら
本
町
を
応
援

し
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
、

応
援
団
と
し
て
、
移
住
に

つ
な
げ
て
定
住
者
の
増
加

に
な
れ
ば
。

問

返礼品ナンバーワンの白鳳桃



議会だよりかつらぎ
2021.5.1　89号23

一般質問

福 井 強 太 議員

　
　
　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
人
の
命
を
守
る
こ
と

が
最
優
先
で
あ
る
。
庁
内

体
制
は
。

町
長　

手
指
消
毒
、
マ
ス

ク
の
着
用
や
職
員
の
体
温

測
定
な
ど
を
実
施
。

総
務
課
長　

対
策
本
部
の

設
置
や
休
暇
手
続
き
の
変

更
、
窓
口
の
飛
沫
感
染
防

止
板
の
設
置
な
ど
。
さ
ら

に
は
外
出
の
自
粛
要
請
や

各
種
会
議
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
で
あ
る
。

問
　
　
　

窓
口
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
な
ど
、
人
と
の
接
触

を
で
き
る
だ
け
避
け
、
新

し
い
様
式
を
取
り
入
れ
る

方
向
も
あ
る
の
で
は
。

総
務
課
長　

リ
モ
ー
ト
環

境
を
整
え
、
書
面
の
決
議

問

　
　
　

テ
レ
ビ
通
話
な
ど

顔
の
見
え
る
新
た
な
リ
モ

ー
ト
で
の
訪
問
や
情
報
収

集
体
制
を
。

町
長　

年
齢
の
高
い
人
に

リ
モ
ー
ト
会
議
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。
さ
ま
ざ
ま
な

ツ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
た

い
。 問

　
　
　

窓
口
な
ど
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
で
子
育
て
世
代

へ
の
工
夫
も
必
要
で
は
。

町
長　

行
き
過
ぎ
た
オ
ン

ラ
イ
ン
化
は
マ
イ
ナ
ス
で

あ
る
。

問

な
ど
も
可
能
な
限
り
接
触

を
避
け
て
い
る
。

町
長　

利
便
性
の
高
い
も

の
は
、
発
展
さ
せ
る
こ
と

は
基
本
で
あ
る
。
リ
モ
ー

ト
会
議
で
は
発
言
の
機
会

が
少
な
い
な
ど
、
こ
れ
だ

け
を
進
め
て
い
く
こ
と
は

難
し
い
。

　
　
　

企
業
訪
問
や
住
民

の
声
の
聞
き
方
と
安
全
性

の
確
保
は
。

町
長　

で
き
る
だ
け
電
話

や
メ
ー
ル
で
情
報
の
収
集

や
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

速
や
か
に
情
報
収
集
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め

た
い
。

問

　
　
　

若
い
世
代
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
は
。

町
長　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

情
報
発
信
と
情
報
収
集
が

一
番
い
い
と
考
え
る
。

問
　
　
　

若
い
世
代
の
企
業

へ
の
リ
モ
ー
ト
で
の
訪
問

は
。

町
長　

企
業
訪
問
は
10
社

か
20
社
で
、
若
い
世
代
の

経
営
者
は
多
く
な
い
。

問

テレビ通話など顔の見える
　　　リモートでの情報収集体制を

年齢の高い人にリモート会議は
ハードルが高い

町 長

住
民
や
企
業
の
声
は

　
　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
ど
ん

な
場
面
で
行
う
の
か
、
ま

た
学
校
と
家
庭
で
ど
う
活

用
す
る
の
か
。

教
育
長　

学
校
で
使
い
こ

な
せ
る
こ
と
を
第
一
に
考

え
て
い
る
。
ま
た
学
校
と

家
庭
・
児
童
・
生
徒
を
つ

な
ぐ
ツ
ー
ル
と
し
て
緊
急

時
等
に
活
用
し
た
い
。

問

　
　
　
　
　

庁
内
体
制
の

在
り
方
と
か
、
窓
口
や
住

民
に
対
す
る
部
分
で
、
国

の
状
況
や
社
会
情
勢
の
流

れ
を
見
て
判
断
す
る
の
で

は
な
く
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
向
け
本
町
の
進
む
べ

き
道
を
示
す
こ
と
で
、
本

町
の
魅
力
が
生
ま
れ
る
。

ま
と
め

授業風景（イメージ）

子
ど
も
た
ち
の
環
境
と
今
後
は

保
護
者
や
先
生
と
も
連
携
し
新
し
い

生
活
様
式
を
確
立
し
て
き
て
い
る

教
育
長
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西
部
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
と
は
。

生
涯
学
習
課
長　

18
ホ
ー

ル
の
コ
ー
ス
を
平
成
30
年

10
月
２
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、

現
在
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
も
運

営
し
て
い
る
。

問
　
　
　

平
成
31
年
度
の
利

用
者
１
万
７
０
５
５
人
、

使
用
料
５
６
５
万
円
。
利

用
内
容
は
。

生
涯
学
習
課
長　

町
内

26
・
１
％
、
県
内
37
・
８

％
、
県
外
36
・
１
％
で
町

民
の
認
知
度
が
低
く
利
用

者
が
少
な
い
。

休
日
は
、
木
曜
が
な
い
た

め
、
休
日
を
月
曜
か
ら
木

曜
日
に
変
更
す
れ
ば
利
用

者
増
に
な
る
③
コ
ン
ペ
や

大
会
の
占
用
④
コ
ー
ス
間

の
ネ
ッ
ト
を
植
栽
に
。

生
涯
学
習
課
長　

さ
ま
ざ

ま
な
要
望
を
受
け
て
お
り
、

現
在
検
討
中
。

町
長　

植
栽
や
戦
略
性
な

ど
の
声
は
聞
い
て
い
る
。

今
後
18
ホ
ー
ル
追
加
の
中

で
検
討
し
、
町
民
を
は
じ

め
県
内
外
の
利
用
者
増
に

努
め
た
い
。
芝
の
管
理
に

約
７
０
０
万
円
必
要
だ
が

黒
字
化
を
図
り
た
い
。

問
　
　
　

誰
で
も
気
軽
に
楽

し
め
て
本
当
に
面
白
い
コ

ー
ス
に
す
る
た
め
に
、
①

町
民
や
団
体
の
割
引
②
近

隣
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

問

　
　
　

18
ホ
ー
ル
追
加
計

画
は
。

生
涯
学
習
課
長　

工
事
は

令
和
３
年
４
月
か
ら
、
完

成
予
定
は
令
和
４
年
３
月
。

芝
の
育
成
状
況
を
見
て
供

用
し
た
い
。

問

　
　
　

18
ホ
ー
ル
追
加
計

画
で
、
①
高
齢
者
の
利
用

が
多
い
の
で
ト
イ
レ
の
設

置
②
砲
台
グ
リ
ー
ン
③
植

栽
に
よ
る
自
然
な
日
陰
④

コ
ー
ス
間
の
植
栽
を
。

生
涯
学
習
課
長　

現
在
の

ト
イ
レ
の
活
用
を
。
砲
台

グ
リ
ー
ン
、
植
栽
は
計
画

済
み
、
コ
ー
ス
間
の
植
栽

は
検
討
が
必
要
。

町
長　

ト
イ
レ
は
現
在
の

ま
ま
で
お
願
い
し
た
い
。

休
日
は
芝
生
の
養
生
を
考

え
て
検
討
し
た
い
。
今
後

の
18
ホ
ー
ル
は
個
性
が
あ

り
、
面
白
み
の
あ
る
コ
ー

ス
に
し
た
い
。

問合
併
浄
化
槽
の

        

設
置
補
助
金
増
額
を

　
　
　

汚
水
処
理
人
口
普

及
率
で
本
町
61
・
２
％
、

橋
本
市
96
・
２
％
、
九
度

山
町
84
・
４
％
、
紀
の
川

市
69
・
６
％
を
ど
う
捉
え

る
か
。

町
長　

早
期
の
改
善
は
焦

眉
の
課
題
。

問
　
　
　

公
共
下
水
開
始
件

数
で
自
治
地
区
単
位
に
大

き
な
差
が
あ
る
。
平
均

39
・
１
％
で
、
高
田
14
・

８
％
、
大
谷
11
・
２
％
、

中
飯
降
５
・
５
％
の
理
由

は
。
公
平
性
を
欠
い
た
公

共
事
業
で
は
。

上
下
水
道
課
長　

着
手
時

期
、
区
域
内
の
認
可
割
合
、

問

認
可
区
域
の
位
置
、
地
形

な
ど
が
要
因
。

町
長　

立
地
条
件
は
前
提

済
で
、
バ
ラ
ン
ス
と
公
平

性
を
欠
い
て
い
る
の
で
何

ら
か
の
取
り
組
み
が
必
要
。

　
　
　

公
共
下
水
事
業
に

大
き
く
期
待
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
、
合
併
浄
化
槽

の
普
及
率
を
高
め
た
い
。

近
隣
の
取
り
組
み
は
。

住
民
福
祉
課
長　

橋
本
市

や
紀
の
川
市
は
撤
去
に
９

万
円
、
配
管
設
備
に
30
万

円
の
補
助
が
あ
る
。

町
長　

補
助
金
制
度
を
検

討
し
た
い
。

問

西部公園パークゴルフ場を誰でも気軽に
       楽しめて面白いコースに

個性があり面白みのある
コースにしたい

町 長

えりも町百人浜パークゴルフ場えりも町百人浜パークゴルフ場えりも町百人浜パークゴルフ場

かつらぎ西部公園パークゴルフ場かつらぎ西部公園パークゴルフ場かつらぎ西部公園パークゴルフ場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う

　
び
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全国コンクールで奨励賞を受賞
議会だより85号

　

町
議
会
は
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
主
催
の
令
和

２
年
度
第
35
回
町
村
議
会

広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、
奨
励
賞
を
受
賞

し
た
。
受
賞
し
た
85
号
は
、

初
め
て
紙
面
に
住
民
の
顔

写
真
と
氏
名
、
声
を
掲
載

し
た
も
の
だ
っ
た
。
住
民

の
声
の
掲
載
な
し
に
は
受

賞
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
議
員
と
議
会

事
務
局
、
町
、
住
民
の
協

力
に
よ
っ
て
得
た
受
賞
だ

っ
た
こ
と
が
嬉
し
い
。

　

議
会
は
争
点
の
あ
る
世

界
。
こ
の
点
が
他
の
広
報

と
の
違
い
で
も
あ
る
。
実

現
し
た
町
の
施
策
の
中
に

は
、
議
会
で
議
論
が
重
な

り
長
い
年
月
を
要
し
た
も

の
が
あ
る
。
議
論
の
プ
ロ

セ
ス
に
未
来
が
宿
る
。
意

見
の
違
い
が
未
来
に
つ
な

が
る
。

　

争
点
の
あ
る
世
界
を
分

か
り
や
す
く
伝
え
、
一
緒

に
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う

な
紙
面
を
目
指
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
編
集
委
員
一

同
、
受
賞
を
励
み
に
力
を

合
わ
せ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
85
号（
昨
年
５
月
１
日
に
発
行
さ
れ
た
３
月
会
議

を
中
心
と
し
た
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
）

防
災
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
の
整
備

　

１
月
26
日
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
、
重
複
滞

納
、
２
月
15
日
地
域
公
共
交
通
、
３
月
４
日
新
年

度
予
算
な
ど
を
協
議
し
た
。

　

念
願
の
防
災
体
制
が
整

備
さ
れ
る
。
各
戸
へ
の
防

災
ラ
ジ
オ
の
無
償
貸
与
配

布
は
当
初
説
明
会
な
ど
を

予
定
し
て
い
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
難
し
く
な
っ

た
。
な
お
、
屋
外
拡
声
子

局
を
20
カ
所
設
置
す
る
の

で
、
屋
外
の
住
民
に
緊
急

情
報
が
周
知
で
き
る
。

公
共
交
通
の
整
備

　

空
白
地
を
な
く
す
た
め
、

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

再
編（
５
↓
３
コ
ー
ス
）

②
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
導
入（
５
コ
ー
ス
）

③
運
行
し
な
い
地
域
で
無

料
車
を
運
行
し
た
調
査

（
３
コ
ー
ス
）を
実
施
す
る
。

　

①
②
は
停
留
所
ま
で
行

く
必
要
が
あ
る
の
で
、
高

齢
者
な
ど
が
利
用
し
や
す

い
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ

ー
な
ど
が
必
要
。

吉井　孝至さん
よし い　　  たか  し　　

　

さ
ら
に
入
賞
を
目

指
し
て
く
だ
さ
い
。

見
出
し
が
一
番
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
見

出
し
を
見
て
興
味
の

あ
る
記
事
を
読
ん
で

い
ま
す
。
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本
会
議
で
請
願
採
択

　

１
月
22
日
委
員
会
を
開
催
。
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
令
和
２
年
請
願
第
１
号
「
議
事
録
及
び
音

声
デ
ー
タ
の
公
開
・
開
示
に
関
す
る
請
願
」
を
審

査
し
、
全
員
賛
成
で
採
択
し
た
。
ま
た
３
月
17
日

の
委
員
会
で
は
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
議
会
対

応
の
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）
作
成
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

　

３
月
24
日
委
員
会
を
開
催
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
で
、
医
療
・

介
護
従
事
者
へ
の
支
援
等

を
国
及
び
県
に
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の

請
願
書
」
を
審
議
し
、
全

員
賛
成
で
請
願
は
採
択
さ

れ
た
。
３
月
29
日
の
本
会

議
で
も
請
願
は
全
員
賛
成

で
採
択
さ
れ
、
国
と
県
に

意
見
書
を
提
出
し
た
。
意

見
書
を
要
約
し
て
請
願
の

内
容
を
紹
介
す
る
。

　

議
会
や
委
員
会
の
内
容

を
、
い
ち
早
く
確
認
し
た

い
場
合
に
は
音
声
デ
ー
タ

を
開
示
す
る
。
開
示
の
実

施
時
期
な
ど
詳
細
は
、
議

員
全
員
協
議
会
で
協
議
し

決
定
す
る
。

議
会
映
像
配
信

　

１
月
12
日
・
26
日
、
２
月
19
日
、
３
月
３
日
委

員
会
を
開
催
。
主
な
内
容
は
、
議
会
映
像
配
信
に

向
け
た
町
と
の
打
ち
合
わ
せ
お
よ
び
日
程
、
令
和

３
年
度
議
会
モ
ニ
タ
ー
選
考
、
地
域
懇
談
会
実
施

等
を
協
議
し
た
。

　

６
月
会
議
か
ら
の
映
像

配
信
実
施
に
あ
た
り
、
町

執
行
部
か
ら
問
題
点
を
出

し
て
も
ら
い
、
次
回
の
委

員
会
で
協
議
し
た
上
で
、

町
と
の
協
議
に
臨
む
こ
と

を
確
認
し
た
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
選
考

　

一
般
公
募
者
か
ら
７
名

を
選
考
し
た
。

地
域
懇
談
会

　

来
年
２
月
頃
の
開
催
に

向
け
今
後
内
容
等
の
検
討

を
行
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成

　

作
成
に
は
「
町
当
局
と

協
議
す
る
と
と
も
に
研
修

会
を
開
催
し
て
共
通
認
識

を
図
る
」
「
計
画
は
任
期

中
に
作
成
す
る
」
こ
と
と

し
た
。

６月から
議会映像
　配信スタート

　コロナ禍の中で医療機関や介護事
業所には経営悪化があり、昨年の年
末一時金が削減されたところもある。
また業務量が増え人手不足に拍車が
かかっている。地域住民の医療・福
祉を守るため、下記事項を要望する。

１　医療機関や介護事業所の損失補
　塡を行い、職員の賃金・一時金を
　確保すること。
２　医療従事者、介護従事者を増や
　し安全安心の体制をつくること。

国・県に提出した意見書

　

議
会
だ
よ
り
88
号
中

11
頁
に
掲
載
の
氏
名
ふ

り
が
な
に
一
部
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫

び
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

（
誤
）　

井
上
現
さ
ん

　
　
　
　

←

（
正
）　

井
上
現
さ
ん

い
の
う
え
げ
ん

い
の
う
え
け
ん
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　議会モニターが
提出したレポート
から一部を抜粋し、
原文のまま掲載す
る。議会モニターの声

【
本
会
議
】

私
は
目
が
見
え
ま
せ
ん
の
で
、
い
た
だ
い
た

資
料
を
事
前
に
把
握
す
る
の
は
と
て
も
難
し

い
で
す
。
出
来
る
だ
け
時
間
の
許
す
範
囲
で

傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
大
方
の
内
容
を
把

握
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

予
算
や
決
算
の
よ
う
な
数
字
が
多
く
出
て
く

る
場
面
で
は
苦
労
し
て
い
ま
す
。
数
字
な
ど

は
、
視
覚
的
に
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
理
解

が
深
ま
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。（
60
代
男
性
）

【
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
た
の
で
初
め
て
何
回

か
に
分
け
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
き
ま

し
た
。
最
初
に
議
会
基
本
条
例
を
ゆ
っ

く
り
時
間
を
か
け
て
読
み
ま
し
た
。
イ

ラ
ス
ト
も
適
当
に
入
っ
て
い
て
読
み
や

す
か
っ
た
で
す
。　
　

（
70
代
女
性
）

ス
キ
ャ
ナ
ー
で
資
料
を
取
り
込
ん
で
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
音
声
で
、
い
た
だ

い
た
資
料
を
読
ま
せ
て
い
ま
す
が
、
作
業
が

大
変
で
す
。
表
の
よ
う
な
囲
み
枠
な
ど
は
文

字
化
け
し
て
文
章
に
な
り
ま
せ
ん
し
、
勿
論
、

写
真
や
グ
ラ
フ
や
地
図
な
ど
は
、
読
ま
せ
る

こ
と
は
不
可
能
で
す
。
個
人
的
に
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
で
の
対
面
朗
読
を
し
て
も
ら
っ
て
じ
っ

く
り
読
ん
で
も
ら
う
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、

か
つ
ら
ぎ
町
で
は
ま
だ
そ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
は

有
り
ま
せ
ん
。
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
、

和
歌
山
市
や
大
阪
市
ま
で
出
か
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
す

の
で
費
用
も
か
か
り
ま
す
の
で
大
変
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
60
代
男
性
）

県
民
の
友
や
県
議
会
だ
よ
り
や
町
広
報
な
ど

は
、
デ
イ
ジ
ー
方
式（※

）と
言
う
特
殊
な
方

式
の
Ｃ
Ｄ
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
方

式
で
す
と
頭
出
し
や
ペ
ー
ジ
送
り
な
ど
が
出

来
て
読
ま
せ
や
す
い
で
す
。
（
60
代
男
性
）

議
場
ま
で
の
行
程
は
思
っ
て
い
た
よ
り
複

雑
で
し
た
。
段
差
は
白

で
確
か
め
ら
れ

ま
す
か
ら
良
い
の
で
す
が
、
登
り
階
段
は

苦
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
下
り
階
段
は
気
を

つ
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。
で
も
、
事

務
局
の
方
々
の
お
陰
で
安
心
し
て
安
全
に

傍
聴
室
ま
で
行
き
来
さ
せ
て
い
た
だ
け
て

お
り
ま
す
。
い
つ
も
お
忙
し
い
中
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
　

（
60
代
男
性
）

※デイジーとは
　主に視覚障害者など印刷物を読
むのが困難な人のために作られた
デジタル録音図書の国際標準規格
のこと。デイジー方式により録音
されたＣＤは、再生やコピーによ
る音質の低下がなく、読みたい
ページを選んで聞くことができる
など、カセットテープに替わる音
声図書として普及が進んでいます。

今
回
、
自
宅
か
ら
役
場
ま
で
を
単
独
歩
行
で

行
き
来
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
訳
で
す
が
、

役
場
前
の
駐
車
場
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

早
く
対
策
を
い
た
だ
か
な
い
と
私
達
だ
け
で

は
な
く
子
供
や
高
齢
者
の
方
々
に
も
危
険
が

及
ぶ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ひ
い
て
は
職
員
の

方
々
に
も
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
60
代
男
性
）

　

議
会
で
は
、
町
民
の
声
を
直
接
聞
く
た

め
小
グ
ル
ー
プ
や
各
種
団
体
と
懇
談
し
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

☎
０
７
３
６
―
22
―
０
６
０
４

団
体
と
議
会
の
意
見
交
換
会
募
集

令和２年度
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が
ん
ば
る
人
紹
介

が
ん
ば
る
人
紹
介

が
ん
ば
る
人
紹
介

立
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(問い合わせ先)
　メツゲライ阪本　阪本晃一
　電話 090―3974―9123

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

　

畑
や
田
を
荒
ら
す
の
で
有
害
駆
除

さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な

ど
を
引
き
取
っ
て
い
ま
す
。
食
品
衛

生
管
理
者
（
食
肉
製
品
製
造
業
）
の

資
格
を
生
か
し
て
、
食
肉
に
加
工
・

販
売
し
有
効
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

作
業
場
の
名
称

「
メ
ツ
ゲ
ラ
イ
阪
本
」と
は

　

ド
イ
ツ
で
４
年
間
、
ウ
シ
と
ブ

タ
の
解
体
か
ら
加
工
・
精
肉
の
作

業
を
住
み
込
み
で
体
験
し
ま
し
た
。

精
肉
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
造
り
の
勉
強

を
し
て
、
ド
イ
ツ
肉
職
人
の
資
格

を
取
り
ま
し
た
。
「
メ
ツ
ゲ
ラ

イ
」
と
は
ド
イ
ツ
語
で
お
肉
屋
さ

ん
の
こ
と
で
す
。

議
会
だ
よ
り
は

読
ん
で
い
ま
す
か

　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
と
し
て
、
か
つ

ら
ぎ
町
の
ビ
ジ
ョ
ン

や
町
の
様
子
が
わ
か

る
の
で
、
い
つ
も
読

ん
で
い
ま
す
。

商
品
の
販
売
先
は

　

安
心
で
安
全
な
山
の
お
肉
（
ジ
ビ

エ
）
と
、
ハ
ム
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
届
け

た
い
。
販
売
先
は
飲
食
店
・
ホ
テ

ル
・
卸
業
者
・
直
売
所
な
ど
。
ネ
ッ

ト
販
売
も
準
備
中
。

Ｐ
Ｒ
し
た
い
こ
と
は

　

花
園
地
域
は
キ
ャ
ン
プ
客
も
多
い

の
で
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
販
売
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
客

に
ジ
ビ
エ
を
提
供
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は

　

協
力
隊
の
任
期
が
６
月
で
終
了
す

る
の
で
、
イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ジ

カ
・
ウ
シ
・
ブ
タ
の
加
工
品
（
ソ
ー

セ
ー
ジ
・
ベ
ー
コ
ン
・
ロ
ー
ス
ト
ビ

ー
フ
）
を
製
造
・
販
売
し
て
生
計
を

作
業
場
に
つ
い
て

　

作
業
場
は
令
和
２
年
12
月
10
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
ジ
ビ
エ
（
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
狩

猟
で
獲
れ
た
天
然
の
野
生
鳥
獣
の

肉
を
意
味
す
る
）
の
解
体
・
精
肉

と
加
工
が
で
き
ま
す
。
手
作
り
ソ

ー
セ
ー
ジ
の
体
験
も
や
っ
て
い
ま

す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
阪
本
晃
一
さ
ん
に
、
活
動
拠
点
の
作
業
場
「
メ
ツ
ゲ

ラ
イ
阪
本（
花
園
梁
瀬
）」
で
熱
い
思
い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

さ
か
も
と
こ
う
い
ち

「メツゲライ阪本」の前に立つ阪本さん「メツゲライ阪本」の前に立つ阪本さん「メツゲライ阪本」の前に立つ阪本さん

ただいま作業中ただいま作業中ただいま作業中


	表紙.pdf
	p2
	p3
	p4
	p5
	p6
	p7
	p8
	p9
	p10
	p11
	p12
	p13
	p14
	p15-3
	p16
	p17
	p18
	p19
	p20
	p21
	p22
	p23
	p24
	p25
	p26
	p27-2
	最終ﾍﾟｰｼﾞ

